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講演要旨 

現在世界で発表される論文数は 1年間に約 100万件、一貫した増加傾向にあり、世界の研究活動はその歩みを留めることなく進

んでいる。このような状況下、世界の研究活動のネットワークの構造も変化しつつある。その潮流の中、我が国日本はどのよう

な位置にあるのか。このような問題意識の下、ビブリオメトリックス手法を用いて、世界の研究活動の動的変化の把握とそれを

踏まえた我が国の科学研究のベンチマーキングを行なったので紹介したい。また、初めて日本については組織区分別の論文産出

構造の分析を試みたので、合わせて紹介したい。 

 

 
今日は、2010年末に出した「科学研究のベンチマー

キング 2010」の結果を報告させていただきたいと思い

ます。また、この調査とは別に行っているサイエンス

マップについても併せてご紹介したいと思います。私

の報告で注意していただきたいところがあります。私

が「日本の論文」と言う場合は、それを発表した研究

機関が日本にあるという意味です。例えば理化学研究

所は日本にあります。そこにいらっしゃる方が日本人

とは限りませんが、データベース上は国籍までは入っ

ておらず、基本的に集計にはアドレス情報を使ってい

ます。ですから、機関が日本にある場合に「日本の論

文」とご紹介します。 

 

研究活動の把握 
科学技術政策研究所では、国単位で研究活動の状況

を定量的に把握したいと考えています。それは、研究

者が研究活動を行った後に、できた知識を皆さんと共

有するために書く学術論文（アウトプット）を分析す

ることで把握できるのではないかと考え、そのような

アプローチを取っています。研究活動の中には、研究
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者、研究費、研究環境などいろいろな要素があり、そ

れをどのように切って日本の状況を見るかがポイント

になってきます。 

一つのアプローチは、ここは化学、ここは材料科学、

ここは物理学というように分野を分けてしまうという

ものです。ジャーナルごとに分野を分け、その枠組み

の中で各国について、また、組織区分（国公立大学な

ど）の状況を分析する手法です。 

もう一つのアプローチはサイエンスマップです。今、

時代的にも、例えばこの研究は化学なのか、材料科学

なのかと言われても、どちらにも入るという研究が多

くなってきました。これはそのような学際的な研究も

含めて、科学の状況、日本の状況を見るためのアプロ

ーチです。 

 

ScopusとWeb of Science 
このような分析に使える大きな情報源として、トム

ソン・ロイター社のWeb of Scienceと、近年出てきた

エルゼビア社の Scopus があります。これらのデータ

ベースには、論文数だけではなく、何を引用している

か、何から引用されているかという被引用関係の情報

がありますので、論文と論文の関係も見ていくことが

できます。それが使いやすいところで、科学技術政策

研究所では今この二つのデータベースを保有していま

す。どちらを使うかは状況にもよるのですが、トムソ

ン・ロイター社のWeb of Scienceを使用した例として

はサイエンスマップや科学研究のベンチマーキングが

ありますし、エルゼビア社の Scopus を使った分析も

順次発表しています。 

ScopusとWeb of Scienceを比べてみると、Scopus

の方は書誌情報が多いことが一つの特徴だと思います。

また、この二つでは分野によって収録されている割合

が結構違います。Scopusの方で黄色くマークされてい

るところが Web of Science よりシェアが多い分野、

Web of Scienceの方で黄色くマークされているところ

は Scopusよりシェアが多い分野です（図 1）。これは、

その国の強みを見るために全分野の論文シェアを計算

する際に関係してきます。例えば日本は化学が強いと

いった場合に、その全分野に占めるシェアは Web of 

Science で計算した方が高く出ます。どちらがいいと

いうわけではなく、それぞれデータベースの癖があり

ますので、きちんとそれを理解した上でデータを読ん

でいただきたいのです。データベースに違いがあるの

で、Web of Scienceのデータと Scopusのデータをご

ちゃ混ぜに使ってストーリーを作るのはナンセンスだ

ということです。 

 

「科学研究のベンチマーキング 2010」の概要 
本調査の目的は、論文を対象として国単位で状況を

見ることです。日本の状況を見るために、米国、英国、

ドイツ、フランス、中国、韓国などを比較対象とし、

国、部門、組織区分という分析単位で論文数や被引用

回数が高い論文の数を見ています。分析手法としては、

トムソン・ロイター社のWeb of Scienceを使い、われ

われの研究所で集計・分析しました。分析期間は 1981

年から約 30年で、2009年末の被引用回数を用いてい

ます。時系列の変化については 3年移動平均で表して

います。これは、データベースに収録される件数は年

によって若干増えたり減ったりするので、日本の論文

が例えば 10 本増えた、減ったといって一喜一憂する

必要はなく、それよりも時系列で増えているのか減っ

ているのかという大きな流れを皆さんに見ていただき

（図 1）Scopusと Web of Scienceの比較 

シェアの比
論文数 論文シェア(S) 論文数 論文シェア(W) S/W

日本 89,607 7.1% 67,805 7.4% 0.96
米国 320,698 25.5% 235,243 25.7% 1.00
英国 78,701 6.3% 55,938 6.1% 1.03
ドイツ 68,972 5.5% 54,624 6.0% 0.92
フランス 48,831 3.9% 38,894 4.2% 0.92
韓国 26,818 2.1% 22,641 2.5% 0.86
中国 136,559 10.9% 62,160 6.8% 1.60
全世界 1,255,477 100.0% 916,534 100.0% 1.00

Web of ScienceSCOPUS

SCOPUSとWeb of Scienceの比較
（2004－2006年の平均、全分野、分数カウント）

注1：著者の所属機関ごとの分数カウント。
資料：SCOPUS： SCOPUSカスタムデータベースに基づき科学技術政策研究所で集計
Web of Science： Web of Scienceに基づき科学技術政策研究所で集計

 SCOPUS Web of Science 

化学 7.2 12.2 

材料科学 3.8 4.7 

物理学＆宇宙科学 7.8 11.4 

計算機科学＆数学 6.4 5.6 

工学 12.1 8.5 

環境/生態学＆地球科学 7.1 5.5 

臨床医学＆精神医学/心理学 30.0 24.6 

基礎生物学 22.3 24.2 

その他 3.3 3.4 

SCOPUSとWeb of Scienceの分野分布の比較（％）

資料：SCOPUS： SCOPUSカスタムデータベースに基づき科学技術政策研究所で集計
Web of Science： Web of Scienceに基づき科学技術政策研究所で集計

1996
-1998

2000
-2002

2004
-2006

英語 908,726 984,211 1,203,431
中国語 15,594 33,155 71,984
ドイツ語 21,630 20,044 20,728
フランス語 17,094 16,218 16,217
日本語 17,999 15,336 14,914
ロシア語 19,648 15,697 12,198
スペイン語 9,610 9,510 11,813
イタリア語 5,351 4,290 3,743
その他 24,680 36,202 34,851
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参考データ：論文データベースSCOPUSとWeb of Scienceの比較

出典： 科学技術政策研究所 NISTEP REPORT No.118 日本と主要国のインプット・アウトプット比較分析 2
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たいというわれわれのポリシーによるものです。また、

部門・組織区分については、それぞれテーブルを作り、

分けて計算しています。 

 

論文のカウント方法 
この数年でいろいろな方々のご理解をいただけるよ

うになってきましたが、論文数の数え方については、

整数カウント、分数カウントがあり、カウント方法に

よって論文数が変わってきます。例えば日本とアメリ

カの共著であれば、整数カウントの場合は、日本 1本、

アメリカ 1本と数えます。つまり、参加しているとい

うことを数として数える方法です。一方、分数カウン

トの場合は、日本とアメリカをそれぞれ 2分の 1本と

します。これは、知識を 1としたときに、それぞれ 2

分の 1の貢献をしたとして計算する方法です。国際共

著論文が多い国の場合は、論文数が整数カウントで大

きく見え、分数カウントでは小さく見えます。各国の

比較を行うときに、どちらの方法を取るかによって日

本のポジションは結構変わってきてしまうので、カウ

ント方法も気に留めながらデータを見ていただければ

と思います。 

 

分野内訳の時系列変化 
トムソン・ロイター社が ESI（Essential Science 

Indicators）22分野という分類テーブルを出していま

すので、われわれはそれに準じて分野を分けました。

それを 8分野に統合したものをご紹介します（図 2）。

その割合の経時変化を右側の図で示しています。半分

以上が生命科学系で、化学が 12～13％です。つまり、

化学で 10％のシェアを持つ場合と生命科学で 10％の

シェアを持つ場合とでは、全分野のシェアへの効果が

変わってきます。やはり生命科学に強みを持つ国の方

が、全分野の計算をしたときに強く出ることになりま

す。そのため、われわれは全分野のデータをお示しす

るとともに、分野ごとにも見ていただく必要があると

考え、今回の調査資料では全分野のデータの後に必ず

8分野のデータも載せてご紹介しています。 

論文分析の指標体系 
近年、皆さまもいろいろなところでいろいろな論文

の指標のデータをご覧になっているのではないかと思

います。われわれが今回使った指標をお見せしたいと

思います（図 3）。 

まずは「A.論文数」です。それから「B.インパクト

の高い論文数（Top10％数）」です。これは分野ごとに、

例えば化学分野の 100本について、それぞれ 1本ずつ

被引用回数を計算し、被引用回数か高い方から低い方

に並べて上位 10％の論文を取って、その中に日本の論

文は幾つあるかといった計算をするものです。そして、

「C.被引用数」です。この A、B、C を個別指標とし

ています。 

（図 2）分野内訳の時系列変化 

（図 3）本調査資料における論文分析の指標体系 

分野内訳の時系列変化

7

! データベースに収録されているジャーナルは、
いずれかの分野に割り振られており、各分
野の占める割合がデータベース自体の拡大
とともに、変化を見せている。

! データベースに含まれる全分野における各
国のシェアなどを見る際には、この分野内訳
の影響も含まれることに留意願いたい。
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（注）article, letter, note, reviewを分析対象とし、
整数カウントにより分析。3年移動平均値である。
トムソン・ロイター サイエンティフィック“Web of 
Science”を基に、科学技術政策研究所が集計

全論文の分野内訳

（例）2007-2009年
基礎生命科学で10％のシェアを持つ場合→全体シェア 2.6％
材料科学で10％のシェアを持つ場合→全体シェア 0.4％

即ち、全分野のシェアには、当該国の論文産出の分野ポート
フォリオが影響し、ライフサイエンス系に強みを持つ国の方が
高いシェアとなる。

No. 分野カテゴリー 集約したESI22分野分類
PF1 化学 化学

PF2 材料科学 材料科学

PF3 物理学 物理学、宇宙科学

PF4 計算機・数学 計算機科学、数学

PF5 工学 工学

PF6 環境・地球科学 環境/生態学、地球科学
PF7 臨床医学 臨床医学、精神医学/心理学

PF8 基礎生命科学

農業科学、生物学・生化学、免疫学、

微生物学、分子生物学・遺伝学、神経

科学・行動学、薬理学・毒性学、植物・

動物学

本調査資料における論文分析の指標体系
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調査

対象
区分 指標 表現方法 分析の視点

学術
論文

個別
指標

A. 論文数 A1. 数

○分析対象（国、部門、組織区分
など）

○分野（化学、物理学、基礎生命
科学など）

○時間軸（3年移動平均、5年累積
など）

A2. シェア

A3. ランキング

B. インパクトの高い論文数（Top10％論文数）

B1. 数

B2. シェア

B3. ランキング

C. 被引用数 C1. 数

C2. シェア

C3. ランキング

複合
指標

D.論文数に対しTop10％論文数が占める度合 D1. 度合

E.相対被引用度 E1. 度合

（注１）Top10％論文とは、論文の被引用回数が各分野（WoSデータベース収録論文をEssential Science Indicatorsの
22分野分類を用いて再分類した分野分類）で上位10％に入る論文を指す。
（注２）相対被引用度とは、一論文当たりの被引用数を世界平均で相対化した値である。
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一方、複合指標（D、E）は、A、B、C の数を使っ

て計算できる指標です。「D.論文数に対し Top10％論

文数が占める割合」は、一般的に 10％あるのがいいと

いうラインだと考えられますので、このように設定し

ています。そして「E.相対被引用度」は論文 1本当た

りの平均被引用数で、世界平均で各国の 1論文当たり

の被引用数を除することで算出します。 

個別指標では論文数の表現方法として、数、シェア、

ランキングという 3通りがあり、いろいろな情報を取

り出すことができます。それだけややこしくなってく

るということですが、特に日本の場合、「論文数は増加

している、しかしシェアは低下している、ランキング

は変わらない」というように、示し方によって表現が

変わってくる場合があります。シェアが低下したから

といって日本の力が減ったのかというと、論文数は増

えているからそうではないと考えることもできます。

この表現方法の違いについても十分注意していただき

たいところです。 

分析の視点としては、国単位、組織区分単位、分野

単位で行うことができ、時間軸も近年、もしくは 1980

年代で見るといった工夫をすることができます。 

本調査資料を読むに当たり、ご留意いただきたい点

としてもう 1点、複合指標の扱い方があります。被引

用回数が 0もしくは低いものを削ってしまえば、この

指標の数字は上がるのです。しかしこのような基礎研

究においては、そういう議論がいいのか悪いのかも含

めて検討しなければいけません。指標 D、Eは、これ

が上がることが日本の研究開発現場にとって幸せなの

かということをきちんと考えてから使っていただきた

いと思います。指標 A、Bに関しては、全体数あるい

は Top10％数が増えること自体が知識の向上を表すと

見ることができるのですが、指標 D、Eに関しては、

数を上げることを目標にするといろいろな議論が発生

するリスクもあります。そういうことを理解した上で

ご覧いただく必要があります。 

では、ここから実際のデータをお示しします。 

 

世界の論文数の変化 
まずは全世界の論文数です。これは 1年ごとの、論

文のデータベース収録件数です（図 4）。年々増え、特

に 2003 年当たりから急激に増えています。現在 1 年

間で 100万件程度が収録されています。 

この中で、ここ 30 年間の大きな変化は、国際共著

論文が増えたことではないかと思います。急激に数を

増やしていて、現在、国際共著論文は約 20 万件とな

っています。 

これを国ごとに見ると、どういう状況が見えてくる

でしょうか。こちらはアメリカだけ軸が違いますので

ご注意いただきたいのですが、どの国も基本的には増

加傾向にあります（図 5）。中でも中国はすごい勢いで

論文数を伸ばしています。現在、アメリカ、中国に次

いで、イギリス、ドイツ、日本がだんご状態で、少し

差がありフランス、そして韓国が続いています。 

 

国際共著論文の特徴 
その中で、各国の国際共著率を見てみましょう。日

本の論文における国際共著論文の割合は現在 25％ぐ

らいです（図 6）。基本的に右肩上がりになっています

が、ここで注目されるのは、イギリス、ドイツ、フラ

ンスは約 50％が国際共著論文だということです。一方

で中国は、1990年代に比べると緩やかな下降傾向にあ

ります。ただ、国際共著率は日本より低いのですが、

（図 4）世界の研究活動の動的変化 

世界の研究活動の動的変化

10

! データベースに収録された世界の論文量は一貫して増加傾向であり、最近では年間約100万件である。特に、
2003年から増加率が上昇している。

! 複数国の研究機関による論文（国際共著論文）の数の増加は顕著であり、国際共同研究などが増加してい
ることを意味し、国のボーダーを越える知識生産や知識の共有が活発化してきていることが示唆される。
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国際共著論文数では日本を上回っています。 

なぜこの国際共著論文について皆さんにこんなに注

意を喚起するかというと、国際共著論文には特徴があ

るのです。まず、この表を見てください（図 7）。これ

は 2005～2007年の論文を取ってきて、全体、国内の

み、海外との共著論文と分けて示しています。真ん中

は割合です。「論文あたりの被引用回数」を見ると、全

世界で論文 1本当たりの平均被引用回数が 8.1回であ

るのに対して、国内のみで書いた場合は 7.6 回、海外

との共著の場合は 10 回となっています。ほかの国を

それぞれ見ても、アメリカでさえも国際共著論文の方

が国内のみで書いた論文より被引用回数が高いという

傾向が見られます。もちろん日本もそうです。国際共

著論文数の増加は、被引用回数の被引用パターンに影

響を及ぼすということです。先ほどイギリス、ドイツ、

フランスに関しては 50％近くが国際共著論文である

とご紹介しましたが、それらの国は被引用回数という

指標で見ると、やはり数が多くなります。 

また、国際共著率は分野によって特徴が見られる指

標です（図 8）。物理学・宇宙科学が 30％程度で、今、

若干頭打ちになっています。それに対して環境、地球

科学がぐんぐん伸びています。一番低いのは臨床医学

ですが、それでも 15％以上は国際共著です。論文自体

が、単国で書くよりもほかの国と共著をしながら書く

（図 5）主要国の論文数の変化 

（図 6）主要国の国際共著率の時系列変化 

（図 7）国際共著論文の特徴 

（図 8）分野ごとの国際共著率の推移（％） 

主要国の論文数の変化
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! いずれの国においても、基本的に1980年代より論文生産量は増加の一途である。米国は、他国を大きく引き
離し、論文生産量の多い国である。

! 日本は、長期のトレンドとして論文量自体は増加傾向であるが、2008年と2009年はほぼ同数と横ばいとなっ
ている。2009年は世界第5位である。
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! 国際共著率は国によりかなり異なる。英国49％、ドイツ49％、フランス50％と高く、日本25％、米国31％、中国
22％である。

0.0 

10.0 

20.0 

30.0 

40.0 

50.0 

60.0 

19
82

19
83

19
84

19
85

19
86

19
87

19
88

19
89

19
90

19
91

19
92

19
93

19
94

19
95

19
96

19
97

19
98

19
99

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

米国 英国 日本 ドイツ 中国 フランス 韓国 全世界

国際共著論文率の推移（％）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

19
82

19
83

19
84

19
85

19
86

19
87

19
88

19
89

19
90

19
91

19
92

19
93

19
94

19
95

19
96

19
97

19
98

19
99

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

米国 イギリス 日本 ドイツ 中国 フランス 韓国

国際共著論文数の推移（件）

国際共著論文の特徴

13

! 国際共著論文の特徴として、いずれの主要国においても、単国の研究機関による論文（国内論文）に比べ、国
際共著論文の方が一論文当たりの被引用数が高いことが明らかになった。

＜主要国の論文を国内のみの論文と国際共著論文に分けた場合の比較（2005-2007年）＞

全体
国内のみの
論文

海外との共
著論文

全体
国内のみ
の論文

海外との
共著論文

全体
国内のみ
の論文

海外との
共著論文

a b c a/a b/a c/a g/a h/b i/c

米国 763,299 545,872 217,427 100.0 71.5 28.5 11.9 11.1 13.8

英国 208,489 115,596 92,893 100.0 55.4 44.6 11.0 8.5 14.2

日本 198,251 151,372 46,879 100.0 76.4 23.6 7.9 6.6 11.8

ドイツ 197,381 104,831 92,550 100.0 53.1 46.9 10.8 8.4 13.6

中国 222,154 173,775 48,379 100.0 78.2 21.8 5.9 5.0 9.0

フランス 140,155 72,401 67,754 100.0 51.7 48.3 10.0 7.4 12.8

韓国 67,442 48,451 18,991 100.0 71.8 28.2 6.7 5.7 9.3

全世界 2,545,273 1,984,673 560,600 100.0 78.0 22.0 8.1 7.6 10.0

国名

①論文数 ④論文数の比率(%) ⑥論文あたりの被引用回数

分野ごとの国際共著率の推移（％）
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（注）article, letter, note, reviewを分析対象とし、
整数カウントにより分析。3年移動平均値である。
トムソン・ロイター サイエンティフィック“Web of 
Science”を基に、科学技術政策研究所が集計
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ようになってきている、すなわち知識を生み出す形態

自体が 1980 年から急速に変わってきているというこ

とが分かります。 

そこで主要国について国ごとに、どの分野の国際共

著に重きがあるのかを見てみたいと思います（図 9）。

上の表は各国および全世界の分野ごとの国際共著率を

示しています。下が、全分野を 1としたときの各分野

の重みを計算したものです。全世界で見ると、全分野

を 1としたときに、物理学、環境・地球科学の国際共

著率が高いのに対して、化学や臨床医学などの分野の

国際共著率は低くなっています。主要国は大体同じよ

うな傾向にあるのですが、中国だけが違う動きをして

います。中国内では、物理学が 0.95とそれほど国際共

著に重みを置いていないのに対して、臨床医学、基礎

生命科学の国際共著率が強めに出ています。このよう

に、国によって分野の重みの置き方が違うことが分か

りました。 

 

国際研究協力の構造変化 
国際共著論文が増えたということは、知識の作り方

が変わってきており、単国の中だけではなく国の壁を

越えて行う研究活動が増えてきているのだとご紹介し

ました。その共著の相手国を、機関名の分析によって

見てみました。上が 1990年代後半、下が 2000年代後

半の全分野および 8 分野の国際共著の相手です（図

10）。まず 1990年代には、日本の相手は第 1位がアメ

リカでしたが、2000年代後半になると材料科学では中

国がアメリカを抜いて 1位になっています。このよう

に共著関係が変化しています。 

では、ほかの主要国にとって日本はどういう存在な

のでしょうか。アメリカの状況としては、1990年代後

半に比べて 2000 年代後半には日本の順位が低くなっ

ています（図 11）。中国が共著相手として順位を上げ

てきていることも併せてご覧いただけるかと思います。

ドイツにおいてもやはり同様の傾向で、まず日本の出

現数が減っています（図 12）。ドイツはアジアと手を

つないでいないのではないかと思われるかもしれませ

（図 9）主要国の国際共著率の分野別比較 

（図 10）国際共著論文から明らかになる 

国際研究協力の構造変化（日本） 

（図 11）国際共著論文から明らかになる 

国際研究協力の構造変化（米国） 
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! 国際共著率は研究活動のスタイルも反映するため、分野ごとに異なる。物理学や環境・地球科学で比率が非
常に高く、臨床医学、化学、材料科学、工学では比較的低い。全ての分野で国際共著率は増加傾向にある。こ
れらの傾向は米国や英国、ドイツ、フランスに共通している。

! 日本と韓国は、分野ごとの国際共著率を見ると、米・英・独・仏と同じ傾向であるが、国際共著率自体が低い水
準となっている。

! 中国は他国と異なる特徴を示している。国際共著率をみると、臨床医学では微増しているが、その他の全ての
分野では低下している。

主要国の国際共著率の分野別比較

2007-2009年 全分野 化学
材料
科学

物理
学

計算機・
数学

工学
環境・
地球科学

臨床
医学

基礎
生命科学

米国 30.9% 28.1% 32.9% 46.6% 35.7% 29.8% 38.4% 25.1% 31.4%
英国 48.5% 47.4% 49.0% 66.8% 52.4% 43.3% 63.4% 36.7% 54.7%
ドイツ 48.7% 45.7% 48.8% 67.7% 50.3% 42.9% 64.1% 35.8% 50.3%
フランス 49.9% 50.6% 52.2% 66.9% 48.3% 43.4% 65.3% 32.5% 53.2%
日本 25.1% 19.1% 25.9% 37.4% 26.0% 23.8% 44.6% 16.7% 26.4%
韓国 26.9% 23.1% 29.3% 37.7% 31.0% 25.8% 49.5% 16.5% 27.1%
中国 22.0% 11.9% 14.0% 20.9% 27.4% 23.5% 35.3% 29.0% 29.6%

世界 20.4% 17.2% 17.2% 29.2% 23.5% 17.2% 29.1% 16.0% 22.3%

2007-2009年 全分野 化学
材料
科学

物理
学

計算機・
数学

工学
環境・
地球科学

臨床
医学

基礎
生命科学

米国 1.00 0.91 1.06 1.51 1.16 0.96 1.24 0.81 1.02
英国 1.00 0.98 1.01 1.38 1.08 0.89 1.31 0.76 1.13
ドイツ 1.00 0.94 1.00 1.39 1.03 0.88 1.32 0.74 1.03
フランス 1.00 1.01 1.05 1.34 0.97 0.87 1.31 0.65 1.07
日本 1.00 0.76 1.03 1.49 1.04 0.95 1.78 0.67 1.05
韓国 1.00 0.86 1.09 1.40 1.15 0.96 1.84 0.61 1.01
中国 1.00 0.54 0.64 0.95 1.25 1.07 1.61 1.32 1.35

世界 1.00 0.84 0.84 1.43 1.15 0.84 1.42 0.78 1.09

国際共著論文から明らかになる
国際研究協力の構造変化（日本）
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! 日本の国際共著相手国の時系
列変化を見ると、1997-1999年で
は第1位の相手国は全論文およ
びいずれの分野においても米国
であったが、2007-2009年では
材料科学において第1位が中国
になるという変動が起きた。

＜国際共著相手の時系列変化＞

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

米国 ドイツ 英国 中国 カナダ フランス 韓国 ロシア オーストラリア イタリア

43.9 9.7 9.1 7.7 5.8 5.3 4.5 4.0 3.6 3.5

米国 中国 ドイツ 英国 韓国 カナダ ロシア フランス インド オーストラリア

27.5 12.7 9.4 7.8 6.0 4.9 4.5 4.3 2.8 2.6

米国 中国 韓国 英国 ドイツ インド フランス カナダ ロシア オーストラリア

25.9 17.7 10.1 8.3 8.3 4.1 3.8 3.6 3.4 2.6

米国 ドイツ 英国 ロシア フランス 中国 イタリア カナダ スイス 韓国

39.3 17.5 12.1 11.7 8.2 7.7 7.7 6.9 6.1 4.4

米国 中国 ドイツ カナダ フランス 英国 韓国 イタリア オーストラリア インド

38.6 10.1 9.3 6.3 6.0 5.4 4.5 4.1 3.6 1.9

米国 中国 韓国 英国 ドイツ カナダ フランス オーストラリア ロシア イタリア

38.2 12.2 6.8 6.6 6.6 5.1 4.9 3.6 3.4 3.1

米国 カナダ ドイツ 英国 中国 フランス オーストラリア ロシア インド ニュージーランド

42.5 8.6 8.4 8.3 8.2 7.4 7.1 6.5 4.6 3.8

米国 英国 ドイツ カナダ 中国 スウェーデン オーストラリア フランス 韓国 オランダ

60.1 8.9 7.3 5.0 4.7 4.4 4.1 3.5 2.9 2.9

米国 英国 ドイツ カナダ 中国 フランス 韓国 オーストラリア スウェーデン イタリア

48.3 9.1 7.7 5.8 4.8 4.7 3.6 3.4 2.6 2.4

全分野

化学

材料科学

物理学&

宇宙科学

計算機科学

&数学

工学

環境/生態学&

地球科学

臨床医学&精神

医学/心理学

基礎

生命科学

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

米国 中国 ドイツ 英国 韓国 フランス カナダ オーストラリア イタリア ロシア

37.4 15.7 9.7 9.5 7.5 7.1 5.5 4.4 4.4 3.4

米国 中国 ドイツ 韓国 フランス 英国 インド カナダ オーストラリア タイ

22.9 20.2 7.9 7.5 6.4 6.0 5.3 3.5 3.2 3.1

中国 米国 韓国 英国 フランス ドイツ インド カナダ オーストラリア イタリア

29.3 16.7 12.0 6.3 5.2 5.1 5.0 3.2 3.2 2.0

米国 ドイツ 中国 英国 フランス ロシア 韓国 イタリア カナダ 台湾

39.1 18.6 14.7 14.4 13.1 10.7 10.6 9.3 6.8 6.5

米国 中国 ドイツ フランス 韓国 英国 カナダ イタリア 台湾 オーストラリア

24.0 17.1 9.0 8.6 8.0 6.4 5.9 4.3 3.4 2.5

米国 中国 韓国 英国 ドイツ フランス カナダ オーストラリア 台湾 ロシア

25.3 21.9 8.7 7.0 6.3 4.9 4.1 3.9 3.0 2.9

米国 中国 英国 ドイツ フランス カナダ 韓国 オーストラリア ロシア インド

35.2 20.0 10.1 9.4 7.9 7.2 5.9 5.6 4.7 3.7

米国 中国 英国 ドイツ カナダ オーストラリア イタリア フランス 韓国 オランダ

54.1 11.7 9.9 8.0 6.0 5.6 5.1 4.7 4.5 4.1

米国 中国 英国 ドイツ 韓国 カナダ フランス タイ オーストラリア イタリア

40.1 12.2 8.6 7.3 6.5 5.3 5.2 4.8 4.1 2.6

全分野

臨床医学&精神

医学/心理学

基礎

生命科学

化学

材料科学

物理学&

宇宙科学

計算機科学

&数学

工学

環境/生態学&

地球科学

(A) 1997-1999年

(B) 2007-2009年

国際共著論文から明らかになる
国際研究協力の構造変化（米国）
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! 米・英・独の国際共著相手国の時
系列変化を見ると、日本は、いずれ
の国の国際共著論文中においても
順位を下げている。また各分野に
おいても順位やシェアを低下させて
いる。

＜国際共著相手の時系列変化＞

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

ドイツ 英国 カナダ 日本 フランス イタリア オーストラリア スイス オランダ 中国

13.2 12.3 11.6 9.8 8.4 6.6 4.4 4.3 4.2 3.7

ドイツ 英国 日本 フランス カナダ 中国 ロシア イタリア 韓国 インド

13.6 9.8 8.8 7.8 7.5 5.1 4.8 4.5 3.8 3.7

ドイツ 日本 韓国 カナダ 中国 英国 フランス ロシア インド 台湾

13.2 12.6 8.3 8.2 7.9 7.2 5.9 3.7 3.6 3.4

ドイツ 英国 フランス イタリア 日本 ロシア カナダ スイス オランダ スペイン

21.3 15.0 12.3 10.1 9.8 9.7 7.9 6.7 5.5 5.4

カナダ ドイツ 英国 イスラエル フランス 中国 イタリア オーストラリア 日本 韓国

11.7 10.1 8.4 8.2 7.7 6.4 5.3 4.5 4.4 4.2

カナダ 日本 中国 ドイツ 英国 韓国 フランス イタリア 台湾 イスラエル

9.7 8.4 7.8 7.7 7.3 7.2 7.1 5.9 5.3 4.4

カナダ 英国 ドイツ フランス オーストラリア 日本 中国 スイス ロシア イタリア

16.3 13.0 11.0 9.7 7.2 6.3 4.2 4.1 4.0 3.9

カナダ 英国 ドイツ 日本 イタリア フランス オランダ スイス スウェーデン オーストラリア

13.9 12.3 12.2 11.1 8.1 6.0 5.4 4.5 4.4 4.4

英国 カナダ ドイツ 日本 フランス イタリア オーストラリア オランダ スイス スウェーデン

13.3 12.6 11.6 11.0 8.2 5.6 4.8 4.0 4.0 3.7

全分野

化学

材料科学

物理学&

宇宙科学

計算機科学

&数学

工学

環境/生態学&

地球科学

臨床医学&精神

医学/心理学

基礎

生命科学

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

英国 ドイツ カナダ 中国 フランス 日本 イタリア オーストラリア 韓国 スペイン

13.2 12.3 11.9 11.0 8.0 7.6 7.0 5.2 4.9 4.6

中国 ドイツ 英国 日本 フランス カナダ 韓国 イタリア インド スペイン

14.7 10.9 8.9 7.1 7.0 6.4 6.1 5.1 4.8 4.3

中国 韓国 ドイツ 英国 日本 カナダ フランス インド イタリア 台湾

19.0 11.9 9.3 7.8 7.0 6.4 4.9 4.4 3.1 2.9

ドイツ 英国 フランス 中国 日本 イタリア カナダ ロシア スペイン 韓国

20.8 17.8 14.1 12.6 10.8 10.5 10.0 8.0 7.4 6.1

中国 カナダ 英国 フランス ドイツ 韓国 イスラエル イタリア スペイン オーストラリア

14.4 10.5 9.1 8.3 8.1 5.8 5.0 4.9 4.0 3.3

中国 韓国 カナダ 英国 ドイツ 日本 イタリア フランス 台湾 スペイン

16.4 10.2 9.8 7.1 6.2 5.3 5.2 5.1 4.9 3.5

英国 カナダ 中国 ドイツ フランス オーストラリア 日本 イタリア スイス スペイン

14.6 14.3 12.9 11.4 10.0 7.1 6.5 4.8 4.6 3.8

カナダ 英国 ドイツ イタリア 日本 中国 フランス オランダ オーストラリア スイス

15.0 14.1 12.6 9.2 7.4 7.4 6.5 6.0 6.0 4.8

英国 カナダ ドイツ 中国 日本 フランス イタリア オーストラリア スペイン 韓国

13.1 11.8 11.3 9.4 8.3 7.0 5.8 5.6 4.2 4.0

全分野

臨床医学&精神

医学/心理学

基礎

生命科学

化学

材料科学

物理学&

宇宙科学

計算機科学

&数学

工学

環境/生態学&

地球科学

(A) 1997-1999年

(B) 2007-2009年
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んが、中国はきちんと上位に入ってきていますので、

そういう政策を取っているわけではないということが

分かります。 

では、中国から見て日本はどんな存在でしょうか。

日本は、位置としてはあまり変わりがなく、2000年代

後半には 2位を占めている分野が多いです（図 13）。

しかしながら各分野について見ると、1990年代と比べ

て中国の国際共著論文に占める日本の割合が大体下が

ってしまっています。ですから、順位は変わっていな

いのですが、相対的に存在感は薄れていると考えた方

がよいかと思います。オーストラリア、シンガポール、

韓国の順位が上がってきていますので、中国は独自に

共著関係を作り始めているのではないでしょうか。 

 

論文数、Top10％論文数およびシェアの変化 
今度は主要国の全分野の論文数と Top10％論文数の

変化をご覧いただきたいと思います。表の左側が整数

カウント、右側が分数カウントです（図 14）。日本は

国際共著論文の割合がそれほど高いわけではないので、

カウント方法によって大きくそのシェアが変化するこ

とはありません。しかしながら、やはりイギリス、ド

イツの位置はこの二つのカウント方法で変わっていま

す。 

整数カウントで世界の論文数シェアを見てみると、

アメリカ、中国、イギリス、ドイツ、日本という順で、

日本が第 5 位となります。一方、分数カウントでは、

アメリカ、中国、日本という順で、日本は 3位となり

ます。大きくシェアを増やしているのは中国で、逆に

日本は 2000 年代に入ってかなり急激にシェアを落と

していることが分かります。 

こちらは Top10％論文の中での各国のシェアを表し

たものです（図 15）。見方は同じで、左側が整数カウ

ント、右側が分数カウントです。アメリカだけ軸が右

側になっています。注目度が高い Top10％論文数につ

いて見ても、現在、日本は中国に追い抜かれて、アメ

リカ、イギリス、ドイツ、中国、フランス、日本とい

う順になっています。こちらの Top10％のシェアでも、

（図 12）国際共著論文から明らかになる 

国際研究協力の構造変化（ドイツ） 

（図 13）国際共著論文から明らかになる 

国際研究協力の構造変化（中国） 

（図 14）主要国の論文数、Top10％論文数 

国際共著論文から明らかになる
国際研究協力の構造変化（ドイツ）
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! 米・英・独の国際共著相手国の時
系列変化を見ると、日本は、いずれ
の国の国際共著論文中においても
順位を下げている。また各分野に
おいても順位やシェアを低下させて
いる。

＜国際共著相手の時系列変化＞

(A) 1997-1999年

(B) 2007-2009年

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

米国 英国 フランス スイス ロシア イタリア オランダ 日本 オーストリア スペイン

30.5 12.6 10.8 8.1 7.9 7.3 6.2 5.0 4.5 4.1

米国 フランス ロシア 英国 スイス イタリア 日本 ポーランド スペイン オランダ

19.8 9.1 8.9 8.1 5.4 5.1 4.4 4.0 3.9 3.5

米国 フランス 英国 ロシア 日本 中国 スイス イタリア オーストリア チェコ

21.9 8.3 7.9 7.2 6.7 5.9 4.7 4.1 4.0 3.9

米国 ロシア フランス 英国 イタリア スイス 日本 ポーランド スペイン オランダ

33.7 17.5 14.6 12.5 11.2 8.5 6.9 6.1 6.0 5.0

米国 フランス 英国 ロシア イタリア 中国 カナダ スイス オランダ 日本

29.9 9.1 8.5 6.5 5.1 4.6 4.2 3.8 3.7 3.1

米国 英国 フランス ロシア スイス イタリア オランダ 中国 日本 カナダ

26.3 10.7 9.6 9.2 7.8 6.3 5.8 5.0 4.9 3.5

米国 英国 フランス カナダ スイス ロシア オランダ イタリア オーストラリア スウェーデン

30.2 15.0 12.0 7.9 7.3 6.8 6.6 5.4 5.1 4.2

米国 英国 スイス オランダ フランス オーストリア イタリア スウェーデン ベルギー 日本

38.5 15.7 11.7 10.2 9.6 9.2 8.7 5.6 5.1 4.3

米国 英国 フランス スイス オランダ イタリア オーストリア 日本 スウェーデン カナダ

29.7 14.0 9.5 8.5 7.0 5.6 4.8 4.5 3.9 3.8

基礎

生命科学

物理学&

宇宙科学

計算機科学

&数学

工学

環境/生態学&

地球科学

臨床医学&精神

医学/心理学

全分野

化学

材料科学

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

米国 英国 フランス スイス イタリア オランダ スペイン ロシア オーストリア カナダ

29.3 15.9 12.0 10.1 9.1 8.3 6.5 6.0 5.9 5.5

米国 フランス ロシア 英国 スイス スペイン 中国 インド イタリア オランダ

16.3 10.2 8.2 7.9 6.2 5.8 5.8 5.7 5.3 4.8

米国 中国 英国 フランス スイス オーストリア スペイン オランダ インド ロシア

16.4 10.3 8.6 8.6 6.8 6.0 5.3 4.8 4.7 4.3

米国 フランス 英国 ロシア イタリア スペイン スイス 日本 オランダ 中国

34.0 18.1 17.7 15.7 13.2 9.9 8.9 8.4 7.6 7.2

米国 英国 フランス イタリア スペイン 中国 カナダ スイス オランダ オーストリア

24.2 11.9 9.7 7.3 5.2 5.1 4.9 4.8 4.4 4.2

米国 英国 フランス スイス オランダ イタリア 中国 ロシア スペイン オーストリア

21.5 10.4 9.1 7.8 6.7 6.7 6.6 6.1 5.4 4.6

米国 英国 フランス スイス オランダ イタリア カナダ 中国 スウェーデン オーストリア

27.3 17.1 12.3 10.9 8.3 7.4 7.3 6.0 5.7 5.6

米国 英国 スイス オランダ イタリア フランス オーストリア カナダ スペイン スウェーデン

35.8 19.3 15.6 12.7 12.6 11.5 9.6 7.3 6.9 6.9

米国 英国 スイス フランス オランダ イタリア オーストリア スペイン カナダ スウェーデン

29.8 17.0 9.8 9.8 8.0 6.9 5.9 4.9 4.8 4.5

全分野

臨床医学&精神

医学/心理学

基礎

生命科学

化学

材料科学

物理学&

宇宙科学

計算機科学

&数学

工学

環境/生態学&

地球科学

国際共著論文から明らかになる
国際研究協力の構造変化（中国）
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! 中国の国際共著相手国の時系
列変化を見ると、全論文では日
本が一貫して第2位であるが、
1997-1999年に比べ2007-2009
年において国際共著論文に占
める日本のシェアは低下してい
る。

! 環境・地球科学以外のいずれの
分野においても、中国における
国際共著相手としての日本の順
位やシェアが低下している。

! 中国は、オーストラリア、シンガ
ポール、韓国との関係を強めて
いることが明らかとなった。

＜国際共著相手の時系列変化＞

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

米国 日本 英国 ドイツ カナダ オーストラリア フランス イタリア 韓国 シンガポール

34.2 15.7 11.1 10.5 7.0 5.9 5.3 3.8 3.3 3.3

米国 日本 ドイツ 英国 カナダ マレーシア シンガポール フランス 台湾 オーストラリア

28.5 23.0 10.9 7.3 5.6 4.7 4.0 3.5 2.3 2.2

日本 米国 ドイツ 英国 韓国 シンガポール フランス カナダ イタリア オーストラリア

22.4 20.5 9.2 8.3 6.0 5.4 4.4 4.2 4.0 3.8

米国 ドイツ 日本 イタリア 英国 フランス 韓国 スペイン スイス ロシア

36.3 20.3 15.0 10.7 10.2 10.0 7.6 6.7 5.8 5.7

米国 カナダ オーストラリア ドイツ 英国 日本 フランス 台湾 シンガポール イタリア

36.2 12.1 9.0 8.8 7.1 6.5 3.7 3.7 3.4 2.0

米国 英国 日本 カナダ オーストラリア シンガポール ドイツ 韓国 フランス 台湾

34.0 13.7 11.7 10.2 7.0 6.9 6.4 2.5 2.0 1.7

米国 英国 ドイツ 日本 カナダ オーストラリア フランス ロシア オランダ スウェーデン

37.0 13.2 11.3 10.9 9.5 9.1 7.9 2.6 2.6 2.6

米国 英国 日本 オーストラリア ドイツ カナダ フランス スウェーデン イタリア 台湾

39.0 16.3 15.1 10.5 5.4 5.2 4.7 3.9 3.1 2.9

米国 日本 英国 ドイツ カナダ オーストラリア フランス オランダ スウェーデン 韓国

35.3 18.8 12.6 7.0 6.3 5.0 4.5 3.1 2.7 2.4

全分野

化学

材料科学

物理学&

宇宙科学

計算機科学

&数学

工学

環境/生態学&

地球科学

臨床医学&精神

医学/心理学

基礎

生命科学

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

米国 日本 英国 カナダ ドイツ オーストラリア フランス 韓国 シンガポール 台湾

41.0 11.9 9.5 7.9 7.9 7.4 4.9 4.7 4.6 3.4

米国 日本 ドイツ 英国 カナダ オーストラリア フランス 韓国 シンガポール マレーシア

31.6 13.5 8.3 6.4 6.3 5.5 5.4 4.9 4.8 3.2

米国 日本 オーストラリア ドイツ 英国 韓国 シンガポール フランス カナダ スウェーデン

27.3 17.6 8.5 8.3 7.6 7.0 5.5 5.2 5.1 2.3

米国 ドイツ 日本 英国 フランス 韓国 シンガポール カナダ ロシア オーストラリア

41.2 14.4 13.3 9.4 7.9 6.9 6.9 6.6 6.1 6.0

米国 カナダ オーストラリア 英国 シンガポール フランス 台湾 日本 韓国 ドイツ

37.4 9.7 8.2 7.9 6.1 5.9 5.9 5.9 5.2 4.4

米国 英国 カナダ オーストラリア 日本 シンガポール 韓国 台湾 ドイツ フランス

32.5 14.4 10.8 9.5 9.1 8.4 4.0 3.8 3.8 3.4

米国 日本 カナダ オーストラリア 英国 ドイツ フランス 台湾 韓国 オランダ

43.8 12.4 10.5 10.0 9.8 8.5 5.3 3.6 2.8 2.2

米国 日本 英国 オーストラリア ドイツ カナダ オランダ スウェーデン 韓国 フランス

53.6 11.7 10.5 8.7 7.1 7.1 3.9 3.7 3.7 3.7

米国 日本 英国 カナダ ドイツ オーストラリア 韓国 フランス オランダ シンガポール

46.8 12.5 8.5 7.8 6.8 5.9 4.1 3.7 2.4 2.3

全分野

臨床医学&精神

医学/心理学

基礎

生命科学

化学

材料科学

物理学&

宇宙科学

計算機科学

&数学

工学

環境/生態学&

地球科学

(A) 1997-1999年

(B) 2007-2009年

主要国の論文数、Top10％論文数
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! 国際共著論文の増加に伴い、1980年代に比べ、2000年代後半では、整数カウント法（複数国の共著による論
文1本の場合、それぞれの国に1とカウントすること。）と分数カウント法（複数国の共著による論文の場合（例え
ばA国とB国の共著）、それぞれの国に1/2とカウントすること。）により、各国のシェアやランキングに差異が生
じるようになってきている。

国名 論文数 シェア 世界ランク 論文数 シェア 世界ランク 国名 論文数 シェア 世界ランク 論文数 シェア 世界ランク
米国 78,929 31.5 1 65,850 26.3 1 米国 9,900 48.0 1 8,138 39.4 1
日本 19,408 7.8 2 16,720 6.7 2 英国 2,682 13.0 2 1,686 8.2 2
英国 19,271 7.7 3 12,923 5.2 5 ドイツ 2,221 10.8 3 1,399 6.8 3
ドイツ 18,701 7.5 4 13,372 5.3 4 フランス 1,439 7.0 4 883 4.3 5
中国 16,886 6.7 5 14,251 5.7 3 カナダ 1,311 6.3 5 836 4.1 6
フランス 12,990 5.2 6 9,091 3.6 8 日本 1,308 6.3 6 980 4.7 4
カナダ 12,516 5.0 7 9,243 3.7 6 イタリア 981 4.8 7 595 2.9 9
イタリア 10,668 4.3 8 8,209 3.3 10 オーストラリア 979 4.7 8 644 3.1 7
ブラジル 10,245 4.1 9 9,195 3.7 7 中国 877 4.3 9 639 3.1 8
スペイン 9,984 4.0 10 7,756 3.1 11 スペイン 844 4.1 10 559 2.7 10
インド 8,915 3.6 11 8,215 3.3 9 オランダ 836 4.1 11 486 2.4 11
オーストラリア 8,523 3.4 12 6,242 2.5 12 スイス 707 3.4 12 381 1.8 12
韓国 6,879 2.7 13 5,946 2.4 13 スウェーデン 530 2.6 13 278 1.3 13
オランダ 6,298 2.5 14 4,172 1.7 14 ベルギー 448 2.2 14 258 1.2 14
スイス 4,847 1.9 15 2,915 1.2 18 デンマーク 382 1.8 15 203 1.0 16
スウェーデン 4,703 1.9 16 3,020 1.2 16 韓国 326 1.6 16 236 1.1 15
トルコ 3,915 1.6 17 3,555 1.4 15 ブラジル 294 1.4 17 199 1.0 18
ベルギー 3,747 1.5 18 2,414 1.0 21 オーストリア 267 1.3 18 135 0.7 21
ポーランド 3,599 1.4 19 2,968 1.2 17 インド 257 1.2 19 203 1.0 17
ロシア 3,299 1.3 20 2,602 1.0 20 イスラエル 256 1.2 20 156 0.8 19
デンマーク 3,084 1.2 21 1,951 0.8 23 フィンランド 248 1.2 21 143 0.7 20
台湾 3,051 1.2 22 2,655 1.1 19 ノルウェー 207 1.0 22 114 0.6 24
メキシコ 2,811 1.1 23 2,194 0.9 22 ニュージーランド 191 0.9 23 116 0.6 22
アルゼンチン 2,435 1.0 24 1,927 0.8 24 ポルトガル 168 0.8 24 98 0.5 25
イスラエル 2,429 1.0 25 1,761 0.7 26 アイルランド 157 0.8 25 85 0.4 26

2007年 － 2009年 (平均) 2007年 － 2009年 (平均)
論文数 Top10%論文数

整数カウント 分数カウント 整数カウント 分数カウント

※本編には、全分野および化学、材料科学、物理学、計算機・数学、工学、環境・地球科学、臨床医学、基礎生命科学の同様のデータが掲
載されています。また、1987-1989年、1997-1999年のデータもあり、時系列変化をみることが出来ます。

※概要および本編に掲載した全ての論文分析結果は、トムソン・ロイター社”Web of Science�を基に、科学技術政策研究所が集計したもの
である。

国・地域別論文発表数：上位25ヶ国・地域（基礎生命科学）



 
科学研究のベンチマーキング 2010 

National Institute of Informatics    第 8回 SPARC Japanセミナー2010 February 3, 2011 8

イギリス、ドイツはカウント方法によってかなり数値

が変わります。 

また、これは上が 1990年代、下が 2000年代で、論

文数、シェア、世界ランクを示すデータです（図 16）。

これは全分野ですが、日本の位置がかなり下がってき

ています。ただし、論文数自体は減っていないことが

分かります。これは 8分野すべてについて分析してお

り、調査資料には入っていてウェブで公開しています

ので、ご興味があったらご覧いただきたいのですが、

ここでは例として化学をご紹介したいと思います。化

学は、とにかく中国がシェアを大きく伸ばしている分

野です。上が論文数シェア、下が Top10％シェア、左

が整数カウント、右が分数カウントです（図 17）。日

本は論文数シェアと Top10％論文数シェアが、どちら

のカウント方法でも右肩下がりです。ただ、こういう

ことを言うと楽観的だと言われるのですが、Top10％

論文数シェアにおいて中国は近年、若干頭打ちの傾向

ではないかと考えています。今後も注意深く見ていき

たいと思います。 

さらに臨床医学の論文数シェア、Top10％論文数シ

ェアを見ていただいても、2000年代後半に日本のシェ

アが下がってきていることが分かります（図 18）。 

 

 

（図 15） Top10％論文数シェアの時系列変化 

（全分野、整数カウント・分数カウント） 

（図 16）論文数シェアと Top10％論文数シェアの 

時系列変化（全分野、整数カウント・分数カウント）

（図 17）論文数シェアと Top10％論文数シェアの 

時系列変化（化学、整数カウント・分数カウント）

（図 18）Top10％論文数シェアの時系列変化 

（臨床医学、整数カウント・分数カウント） 
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! 日本のインパクトの高い論文（Top10％論文数）の量は、化学や材料科学や工学で減少しているが、他分野に
おいては増加している。しかし、Top10％論文数の伸び率が英・独・仏に及ばないことや、中国やその他新興国
の台頭により、日本のTop10％論文数シェアは2000年代に入ると低下傾向である。分野ごとにみると、環境・地
球科学を除く7分野においてシェアは低下傾向である。
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個別指標に見る主要国の研究活動の状況

Top10％論文数シェアの時系列変化
（全分野、整数カウント・分数カウント）
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個別指標に見る主要国の研究活動の状況

論文数シェアとTop10％論文数シェアの時系列変化
（全分野、整数カウント・分数カウント）

国名 論文数 シェア 世界ランク 論文数 シェア 世界ランク 国名 論文数 シェア 世界ランク 論文数 シェア 世界ランク
米国 210,357 31.5 1 187,706 28.1 1 米国 32,535 50.1 1 28,422 43.8 1
日本 60,347 9.0 2 55,147 8.3 2 英国 7,480 11.5 2 5,574 8.6 2
英国 60,289 9.0 3 49,753 7.5 3 ドイツ 6,218 9.6 3 4,434 6.8 3
ドイツ 54,632 8.2 4 44,008 6.6 4 日本 4,883 7.5 4 4,058 6.2 4
フランス 41,367 6.2 5 33,378 5.0 5 フランス 4,508 6.9 5 3,182 4.9 5
カナダ 28,467 4.3 6 22,950 3.4 6 カナダ 3,650 5.6 6 2,619 4.0 6
イタリア 26,399 4.0 7 21,632 3.2 7 イタリア 2,749 4.2 7 1,877 2.9 7
ロシア 24,316 3.6 8 20,680 3.1 8 オランダ 2,377 3.7 8 1,666 2.6 8
中国 21,098 3.2 9 18,440 2.8 9 オーストラリア 1,941 3.0 9 1,411 2.2 9
スペイン 19,126 2.9 10 15,915 2.4 10 スイス 1,926 3.0 10 1,177 1.8 10
オーストラリア 17,945 2.7 11 14,769 2.2 12 スウェーデン 1,696 2.6 11 1,132 1.7 12
インド 16,086 2.4 12 14,838 2.2 11 スペイン 1,665 2.6 12 1,146 1.8 11
オランダ 15,742 2.4 13 12,181 1.8 13 中国 1,137 1.8 13 838 1.3 13
スウェーデン 12,925 1.9 14 9,871 1.5 14 ベルギー 1,046 1.6 14 629 1.0 14
スイス 11,577 1.7 15 7,996 1.2 15 デンマーク 983 1.5 15 621 1.0 15
韓国 9,105 1.4 16 7,896 1.2 16 イスラエル 894 1.4 16 582 0.9 16
ベルギー 8,358 1.3 17 6,057 0.9 20 フィンランド 769 1.2 17 525 0.8 17
台湾 8,221 1.2 18 7,497 1.1 17 ロシア 719 1.1 18 331 0.5 22
イスラエル 7,912 1.2 19 6,188 0.9 19 オーストリア 613 0.9 19 383 0.6 21
ブラジル 7,683 1.2 20 6,228 0.9 18 韓国 604 0.9 20 455 0.7 19
ポーランド 7,169 1.1 21 5,539 0.8 21 台湾 571 0.9 21 470 0.7 18
デンマーク 6,561 1.0 22 4,712 0.7 22 インド 511 0.8 22 389 0.6 20
フィンランド 6,008 0.9 23 4,705 0.7 23 ノルウェー 495 0.8 23 307 0.5 23
オーストリア 5,746 0.9 24 4,311 0.6 24 ポーランド 377 0.6 24 193 0.3 26
トルコ 4,409 0.7 25 3,969 0.6 25 ニュージーランド 375 0.6 25 263 0.4 24

国名 論文数 シェア 世界ランク 論文数 シェア 世界ランク 国名 論文数 シェア 世界ランク 論文数 シェア 世界ランク
米国 275,625 27.9 1 230,412 23.3 1 米国 35,900 43.2 1 29,173 35.1 1
中国 104,157 10.5 2 92,123 9.3 2 英国 9,840 11.8 2 6,047 7.3 2
英国 75,914 7.7 3 53,687 5.4 4 ドイツ 9,111 11.0 3 5,642 6.8 3
ドイツ 73,849 7.5 4 53,174 5.4 5 中国 6,669 8.0 4 5,291 6.4 4
日本 69,300 7.0 5 59,911 6.1 3 フランス 5,940 7.1 5 3,517 4.2 6
フランス 53,707 5.4 6 38,308 3.9 6 日本 5,283 6.4 6 3,977 4.8 5
カナダ 44,379 4.5 7 32,283 3.3 8 カナダ 5,103 6.1 7 3,107 3.7 7
イタリア 43,528 4.4 8 33,430 3.4 7 イタリア 4,630 5.6 8 2,834 3.4 8
スペイン 35,716 3.6 9 27,309 2.8 10 オランダ 3,553 4.3 9 2,058 2.5 11
インド 35,437 3.6 10 31,742 3.2 9 スペイン 3,492 4.2 10 2,162 2.6 10
オーストラリア 30,085 3.0 11 22,111 2.2 12 オーストラリア 3,447 4.1 11 2,183 2.6 9
韓国 30,016 3.0 12 25,759 2.6 11 スイス 2,955 3.6 12 1,482 1.8 12
ロシア 25,166 2.5 13 20,465 2.1 14 スウェーデン 2,041 2.5 13 1,040 1.3 15
ブラジル 25,081 2.5 14 21,587 2.2 13 韓国 1,890 2.3 14 1,392 1.7 13
オランダ 23,981 2.4 15 16,410 1.7 17 ベルギー 1,785 2.1 15 936 1.1 17
台湾 19,882 2.0 16 17,696 1.8 15 インド 1,557 1.9 16 1,204 1.4 14
トルコ 18,623 1.9 17 16,994 1.7 16 デンマーク 1,370 1.6 17 713 0.9 18
スイス 18,051 1.8 18 10,636 1.1 20 台湾 1,279 1.5 18 1,004 1.2 16
スウェーデン 16,633 1.7 19 10,839 1.1 19 オーストリア 1,125 1.4 19 562 0.7 22
ポーランド 14,885 1.5 20 11,785 1.2 18 ブラジル 1,122 1.3 20 701 0.8 19
ベルギー 13,386 1.4 21 8,579 0.9 22 イスラエル 1,012 1.2 21 581 0.7 21
イラン 11,171 1.1 22 10,019 1.0 21 フィンランド 968 1.2 22 528 0.6 23
イスラエル 9,956 1.0 23 7,335 0.7 23 ノルウェー 841 1.0 23 423 0.5 27
デンマーク 9,421 1.0 24 5,977 0.6 25 ロシア 816 1.0 24 327 0.4 30
ギリシャ 9,353 0.9 25 7,259 0.7 24 ギリシャ 763 0.9 25 448 0.5 26

整数カウント 分数カウント 整数カウント 分数カウント

2007年 － 2009年 (平均) 2007年 － 2009年 (平均)
論文数 Top10%論文数

整数カウント 分数カウント 整数カウント 分数カウント

1997年 － 1999年 (平均) 1997年 － 1999年 (平均)
論文数 Top10%論文数
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! Top10％論文数シェアをみると、こ
ちらも1980年代、1990年代と米国
に次ぐ第2位のポジションであった
が、中国やドイツが2000年代に入
りシェアを伸ばし、日本は現在第4
位である。

! 中国のTop10％論文数シェアは最
近頭打ちであるとの見方もでき、注
目し観察していきたい。

! ドイツについては、分数カウント法
においても2000年代シェア伸ばし
ており、日本を追い抜いていること
から、国際共著論文の増加だけで
はなく、同時に研究活動が活発化
していると考えられ、注意を要する。

個別指標に見る主要国の研究活動の状況

論文数シェアとTop10％論文数シェアの時系列変化
（化学、整数カウント・分数カウント）
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! Top10％論文数シェアをみると、整数カ
ウント法では、1980年代では米・英から
かなり差をつけられ日・独・仏の集団が
形成されていた。1995年頃まで3国が
同様にシェアを伸ばしていたが、ドイツ
がより急激にシェアを増加させ、英国
に迫る勢いをみせている。日本は逆に、
低下の一途を辿っている。

! 一方、分数カウント法を見ると、英国が
下降基調、ドイツも1999年以降横ばい
のシェアとなっており、整数カウント法
との結果に差が生じている。両国はこ
の分野で国際共著論文を産出するよう
な研究活動の活発化を行っていると考
えられる。

個別指標に見る主要国の研究活動の状況

Top10％論文数シェアの時系列変化
（臨床医学、整数カウント・分数カウント）
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ジャーナルごとの分析 
分野で見ていくと、その分野に当てはまるジャーナ

ルを全部計算することになるのですが、今度はジャー

ナルごとに見ると何が分かるのかということをご紹介

したいと思います。ジャーナルは、興味が似ている研

究者たちが投稿し、その知識を見てもらうという役割

があると思いますので、知識なり研究内容の似ている

方々が集まると考えられます。ですから、その特定の

研究者の集団を見ることによって日本の状況を見てみ

ようという分析です。今日は皆さんがよくご存じの

「Nature」についてご覧いただきます。左側が論文数

シェア、右側が Top10％論文数シェアです（図 19）。

日本は 2000 年代までは緩やかに上ってきていたので

すが、2000年代に入ると横ばい、あるいは少し低下し

ています。Top10％論文数に関しても同様の傾向が見

られます。 

「Nature」と比べられる機会が多い「Science」で

は、日本は緩やかな上昇傾向にあると読んでいいと思

います（図 20）。 

今度は「The New England Journal of Medicine」

です。これは臨床医学の主要ジャーナルで、この分野

の研究者の方がよくご覧になると聞いていますが、論

文数、Top10％論文数のいずれもアメリカが大きなシ

ェアを占めています（図 21）。日本は横ばいという感

じですが、注目していただきたいのは中国の動きです。

日本より中国のシェアの方が高くなっていることが分

かります。これは「The Lancet」でも同様の傾向が見

られます。臨床医学全体で見ると日本と中国では差が

開いているのですが、いわゆるトップジャーナルにお

いては、既に日本は追い抜かれています。分野という

大きな枠組みで見る場合と、ジャーナル一つに絞って

見る場合では、日本の状況が違って見えてきます。 

 

分野ごとの論文数シェアの比較 
今度は主要国の分野ポートフォリオを比較してみた

いと思います。化学、材料科学、物理、計算機・数学、

工学、環境・地球科学、臨床医学、基礎生命科学の 8

（図 19）特定ジャーナル分析_Nature 

（図 20）特定ジャーナル分析_Science 

（図 21）特定ジャーナル分析_New England Journal 

of Medicine 

28

! 特定ジャーナルにおける日本の論文数シェアとTop10％論文数シェアは、Scienceでは上昇傾向、Natureでは低
下傾向である。両誌における論文数シェアとTop10％論文数シェアで日本は米・英・独には差をつけられている
が、フランスとはTop10％論文数シェアにおいて互角のポジションにある。また中国はいずれのシェアも伸ばし
ていますが、日本には及ばない。

※本編および付属CD-ROMには、本調査で抽出した特定ジャーナル23誌の同様のデータが含まれています。また、Top10％論文数シェアの
データも含まれています。3年移動平均値である。例えば、2008年値は2007、2008、2009年の平均値である。

個別指標に見る主要国の研究活動の状況

特定ジャーナル分析_Nature
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! 特定ジャーナルにおける日本の論文数シェアとTop10％論文数シェアは、Scienceでは上昇傾向、Natureでは低
下傾向である。両誌における論文数シェアとTop10％論文数シェアで日本は米・英・独には差をつけられている
が、フランスとはTop10％論文数シェアにおいて互角のポジションにある。また中国はいずれのシェアも伸ばし
ていますが、日本には及ばない。

※本編および付属CD-ROMには、本調査で抽出した特定ジャーナル23誌の同様のデータが含まれています。また、Top10％論文数シェアの
データも含まれています。3年移動平均値である。例えば、2008年値は2007、2008、2009年の平均値である。

個別指標に見る主要国の研究活動の状況
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! 臨床医学分野の主要ジャーナルであるNew England Journal of MedicineやLancetでは、論文数シェアおよび
Top10％論文数シェアで、日本は中国に追い越されている。なお、臨床医学の全論文を対象とした場合、日本
が中国を論文数シェアでは2.9ポイント（日本6.7％、中国3.8％）、Top10％論文数シェアでは2.3ポイント（日本
5.2％、中国2.9％）上回っている。

※本編および付属CD-ROMには、本調査で抽出した特定ジャーナル23誌の同様のデータが含まれています。また、Top10％論文数シェアの
データも含まれています。3年移動平均値である。例えば、2008年値は2007、2008、2009年の平均値である。

個別指標に見る主要国の研究活動の状況

特定ジャーナル分析_New England Journal of Medicine

0.0 

20.0 

40.0 

60.0 

80.0 

100.0 

0.0 

6.0 

12.0 

18.0 

24.0 

30.0 

19
82

19
83

19
84

19
85

19
86

19
87

19
88

19
89

19
90

19
91

19
92

19
93

19
94

19
95

19
96

19
97

19
98

19
99

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

米
国

米
国
以
外

NEW ENGLAND JOURNAL OF MEDICINE : ３年移動平均－論文数シェア

英国 日本 ドイツ 中国 フランス 韓国 米国

0.0 

20.0 

40.0 

60.0 

80.0 

100.0 

0.0 

6.0 

12.0 

18.0 

24.0 

30.0 

19
82

19
83

19
84

19
85

19
86

19
87

19
88

19
89

19
90

19
91

19
92

19
93

19
94

19
95

19
96

19
97

19
98

19
99

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

米
国

米
国
以
外

NEW ENGLAND JOURNAL OF MEDICINE : ３年移動平均－Top10％論文数シェア

英国 日本 ドイツ 中国 フランス 韓国 米国



 
科学研究のベンチマーキング 2010 

National Institute of Informatics    第 8回 SPARC Japanセミナー2010 February 3, 2011 10

分野を軸として、世界シェアをプロットしています

（注：アメリカのみ軸目盛が 60％）（図 22）。黒い線

が論文数シェア、青い線が Top10％論文数シェアです。

日本は丸に近くて、強みがあるのかどうかが分かりに

くい構造になっています。アメリカは生命科学、臨床

医学に重きがあります。中国は逆の方向で、化学、材

料科学、物理学の方のシェアが高い構造になっていま

す。 

ここで見比べていただきたいのは、日本や中国は黒

いラインより青いラインの方が内側に入っているのに

対して、アメリカ、イギリス、ドイツ、フランスは黒

いラインより青いラインの方が外側に出ているという

点です。アメリカ、イギリス、ドイツ、フランスは論

文数シェアより Top10％論文数シェアが高くなってい

るので、効率的に被引用回数の高い論文が出ていると

見ることができます。 

中国と日本の時系列の変化を見ると、日本も初めか

ら丸かったわけではなく、1990年代後半はこのような

形をしていて、中国に比べると大きさでも差がありま

した（図 23）。化学、材料科学、物理学などが突出し

ていて、そこに強みがあると私も過去の報告書に書い

ていたのです。しかし 2000 年代になると大きさ自体

も随分小さくなりましたし、やはり中国が化学、材料

科学、物理学でシェアを取るようになって日本のシェ

アが食われ、日本としての強みが見えづらい状況にな

っています。 

 

複合指標の状況 
複合指標について見ると、論文数に占める Top10％

論文数の割合は日本は低下傾向にありますが（図 24）、

相対被引用度は上昇傾向にあります（図 25）。これを

どう読むかに関しては今後の分析が必要ですが、

Top10％より下で被引用回数を稼ぐところが少し増え

たのではないかと思っています。 

 

日本の各組織の状況 
今度は日本の中の組織区分の状況をご紹介します。

（図 22）主要国の分野毎の論文数シェアと 

Top10％論文数シェアの比較（％、2007-2009年） 

（図 23）日本と中国の分野ごとの論文数シェアと 

Top10％論文数シェアの変化 

（図 24）主要国の論文数に占める 

Top10％論文数の度合 
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! 論文数シェアとTop10％論文数シェアの分野ポートフォリオを比較すると、米国、ドイツ、フランス、英国ではTop10％論文数シェ
アの方が論文数シェアに比べて高く、日本や中国や韓国はTop10％論文数シェアの方が論文数シェアに比べて低い。

主要国の研究活動の分野バランスの変化

主要国の分野毎の論文数シェアとTop10％論文数
シェアの比較（％、2007-2009年）
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! 日本の分野ポートフォリオは、1990年
代後半では化学、材料科学、物理学
のシェアが高く、計算機・数学や環境・
地球科学のシェアが低いいびつな形
であった。2000年代後半になると日本
の論文数の増加率の低さと世界各国
の増加率の高さによって全体的にシェ
アが下がったことに加え、分野ウェー
トの偏在度は低くなり、円形に近い小
さなポートフォリオへと変化した。

! 中国は、化学、材料科学、物理学、計
算機・数学、工学のウェートが高く、非
常に偏った分野ポートフォリオである。
工学や計算機科学においては、
Top10％論文数シェアが論文数シェア
を上回っている。
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（注）article, letter, note, reviewを分析対象とし、
整数カウントにより分析
トムソン・ロイター サイエンティフィック“Web of 
Science�を基に、科学技術政策研究所が集計

主要国の研究活動の分野バランスの変化

日本と中国の分野ごとの論文数シェアと
Top10％論文数シェアの変化

複合指標に見る主要国の研究活動の状況

主要国の論文数に占めるTop10％論文数の度合
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! 日本の論文に占めるTop10％論文数の度合をみると、低下傾向である。2009年では、英・独はそれぞれ13.2と
12.7であり、日本は7.8と水を空けられている。

! なお、これらについて、分数カウント法での結果は、整数カウント法の結果と同様であるが、国際共著論文の影
響があるため、英・独・仏と日本との差は縮まる。

＜主要国比較＞
上昇基調： 英国、ドイツ、フランス、中国

下降基調： 米国、日本、韓国

＜日本内の分野比較＞
上昇基調： 物理学、環境・地球科学

横ばい傾向： 化学、基礎生命科学

下降基調： 材料科学、計算機科学・
数学、工学、臨床医学

（注）article, letter, note, reviewを分析対象とし、整数カウントにより分析
トムソン・ロイター サイエンティフィック“Web of Science”を基に、科学技術政策研究所が集計
各年の値は、5年累積値を用いている。例えば、2009年値は、2005～2009年のTop10％論文数
を2005～2009年の論文数で除して、100倍した値である。被引用数は2009年12月末時点である。
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組織区分別できちんと出すのは今回初めてのことで、

皆さんからもこれについて問い合わせをいただいてい

ます。各組織区分が論文数に対して、また Top10％論

文数に対してそれぞれどれぐらいを占めているかとい

うものです（注：国立大学のみ右軸）（図 26）。なお、

組織区分に関しては分数カウントを使っていますので、

1 本の論文に国立大学と私立大学がかかわっていれば、

国立大学 2分の 1本、私立大学 2分の 1本とカウント

しています。 

1980年代後半から、いつの時代も国立大学が約半分

を占めています。つまり、日本の知識生産の約半分に

は国立大学がかかわっていることになります。第 2組

織として私立大学があります。そして、第 3組織が変

わったとことが大きな変化です。1980年代後半にその

役割を果たしていた企業が急激に落ち、今それに代わ

ってきているのが独立行政法人です。そのほかの組織

区分の在り方はあまり変わっていません。 

Top10％論文数を見ると、国立大学の役割がさらに

大きくなっています。企業は、1980年代後半には第 2

位でしたが、こちらでも同様に下がっていて、現在で

は国立大学、独立行政法人、私立大学、企業という順

番に変わっています。 

また、私たちの分析ではシェアを出して折れ線グラ

フで公表することが多かったのですが、今回、数をき

ちんと皆さんに見ていただきたいということから、実

数を出してご紹介します。世界シェアで国立大学の状

況を示すこともできますが、シェアにすると全部下が

ってしまい、一体何が起きているのか分からないので

す。数は伸びているのか、数でも落ちてしまっている

のかというところを見ていただきたいと思います。 

日本全体・全分野において、論文数は 2000 年代に

入って 5％の伸びを示しています（図 27）。Top10％論

文数は－1％ですが、この程度のマイナスであれば横

ばいととらえればよいかと思います。それに対して各

組織区分では、企業が－34％と急激に論文数を減らし

ています。国立大学、公立大学、私立大学は緩やかな

上昇、そして独立行政法人は約 70％の伸びを示してい

（図 25）主要国における相対被引用度の推移 

（図 26）日本内部の組織区分別の 

論文産出構造の変化（全分野、分数カウント） 

（図 27）日本内部の組織区分別の 

論文産出構造の変化（全分野、分数カウント） 
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! 論文数と被引用数のバランスを相対被引用度で比較すると、日本は2009年に全分野で1.02と世界平均を上
回った。しかし、全分野で米国が1.51、英国やドイツが1.42であり、まだ差が大きい。分野ごとにみると、化学、
物理学では1を上回っており、環境・地球科学、臨床医学、基礎生命科学では現在ゆるやかな上昇基調であり、
1に近づきつつある。

! なお、これらについて、分数カウント法での結果は、整数カウント法の結果と同様であるが、国際共著論文の影
響があるため、英・独・仏と日本との差は縮まる。
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＜主要国比較＞
上昇基調： 英国、ドイツ、フランス、

日本、中国、韓国

下降基調： 米国

＜日本内の分野比較＞
上昇基調： 物理学、環境・地球科学、

基礎生命科学、化学

横ばい傾向： 計算機科学・数学

下降基調： 材料科学、工学、臨床医学

（注）article, letter, note, reviewを分析対象とし、整数カウントにより分析
トムソン・ロイター サイエンティフィック“Web of Science”を基に、科学技術政策研究所が集計
各年の値は、5年累積値を用いている。例えば、2009年値は、日本の1論文当たりの平均被引用数（2005～2009年の日本の論文が2009年末時点
で引用された回数を、2005～2009年の日本の論文数で除する）を、世界の1論文当たりの平均被引用数（2005～2009年の世界の論文が2009年末
時点で引用された回数を、2005～2009年の世界の論文数で除する）で除した値である。被引用数は2009年12月末時点である。

複合指標に見る主要国の研究活動の状況

主要国における相対被引用度の推移

日本内部の組織区分別の論文産出構造の変化
（全分野、分数カウント）
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! 日本の論文産出において、1番大きなシェアを占めている組織区分は一貫して国立大学である。2番目の組織
区分が私立大学である。3番目の組織区分は1990年代後半には企業が担っていた。しかし、企業が大幅に論
文数を低下させ、その一方で独立行政法人が論文数を増加させたため、現在では独立行政法人が3番目の組
織区分に浮上した。1990年代後半から日本の組織区分別の論文産出構造がダイナミックに変化したことが明ら
かになった。
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! 国立大学の論文数は増加傾向であるが、1990年代後半に比べ、2000年代に入り（1997-1999年を基準とした
2005-2007年値の伸び）その伸び率がゆるやかになっている。

! Top10％論文数に関しては、国立大学は2000年代に入り横ばい傾向であり、1番大きなシェアを占めている組
織区分の失速が日本全体のTop10％論文数の伸び悩みを招いている。

組織区分別論文数およびTop10％論文数の状況（全分野）

1989-1991 1993-1995 1997-1999 2001-2003 2005-2007 1989-1991 1993-1995 1997-1999 2001-2003 2005-2007

国立大学 21762 24425 28226 29283 29331 30% 4% 国立大学 1866 1913 2254 2239 2216 21% -2%

公立大学 1637 2026 2626 2798 2728 60% 4% 公立大学 100 127 169 175 145 69% -14%

私立大学 6039 7119 8585 8906 9363 42% 9% 私立大学 347 381 459 465 442 32% -4%

大学共同 436 427 479 504 538 10% 12% 大学共同 65 58 55 54 58 -16% 7%

独法 1893 2239 2936 4258 4945 55% 68% 独法 152 202 315 480 538 108% 71%

施設等機関 718 781 969 1088 1016 35% 5% 施設等機関 75 76 79 103 88 5% 12%

企業 5491 6486 5838 4599 3858 6% -34% 企業 439 489 416 301 224 -5% -46%

日本全体 41251 47747 55147 57279 57706 34% 5% 日本全体 3260 3500 4058 4130 4018 24% -1%

2005-2007年
値の増減
（1997-1999年
基準）

1997-1999年
値の増減
（1989-1991年
基準）

論文数（3年平均値） 1997-1999年
値の増減

（1989-1991年
基準）

2005-2007年
値の増減
（1997-1999年
基準）

Top10％論文数（3年平均値）

日本内部の組織区分別の論文産出構造の変化
（全分野、分数カウント）
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るので急激に増加していることが分かります。 

 

組織ごとの分野別論文数・シェアの変化 
ここから 8分野のデータをお示しします（図 28）。

グラフ A、Bは先ほどご紹介したものと一緒で、論文

数と Top10％論文数に占める各組織区分の時系列変化

です。化学であれば、国立大学、私立大学、独法、企

業という順番になっています。Cが各組織区分の論文

数の変化、Eが Top10％論文数の変化です。Dと Fは

比較対象がないと分かりづらいので、アメリカやイギ

リスのデータを示してあります。ただ、こちらの方は

組織区分には分けることができていないので、そのま

ま見るというより、Cや Eの日本全体の数字と比較し

ていただくことになります。化学だと 5％ぐらい増加

なので、数としては増えています。ただし主要国では

10％程度上がっていますので、日本の伸びは必ずしも

強いものではありません。Top10％論文数も－1％なの

で、横ばいという感じです。それに対して主要国は

2000年代に入っても伸びを示していますので、日本の

伸びはかなり少ないことが分かります。 

工学では、日本全体で論文数自体が減ってしまい、

－7％です（図 29）。世界の中のシェアどころではなく、

日本の中から出される論文数自体が減ってしまってい

るのです。これは大きな問題です。やはり企業が大き

な役割を果たしていた分野なので、その減少が日本全

体に響いています。 

臨床医学はほかの分野と違い、国立大学の果たす役

割が年々小さくなっています（図 30）。それに対して

私立大学が健闘しています。日本の中で私立大学がこ

れほど大きな役割を果たしている分野はほかにはあり

ません。国立大学は論文数自体が－1％なので横ばい

ですが、私立大学は＋15％で、日本全体では 7％伸び

ています。つまり、国立大学ではなく、私立大学が伸

びているから日本全体の臨床医学の数が伸びているの

だということが分かります。このように分野ごとに見

ていくと、どこが日本全体の変化に関与しているかと

いう組織区分の役割も見ることができます。 

（図 28）組織区分別論文数の状況（化学） 

（図 29）組織区分別論文数の状況（工学） 

（図 30）組織区分別論文数の状況（臨床医学） 

組織区分別論文数の状況（化学）
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(A) (B)

(C) (D)

1989-1991 1993-1995 1997-1999 2001-2003 2005-2007 1989-1991 1993-1995 1997-1999 2001-2003 2005-2007

国立大学 21762 24425 28226 29283 29331 30% 4% 米国 186660 192679 187706 191141 216362 1% 15%

公立大学 1637 2026 2626 2798 2728 60% 4% 英国 43805 47740 49753 48606 51182 14% 3%

私立大学 6039 7119 8585 8906 9363 42% 9% ドイツ 36804 37204 44008 44339 48216 20% 10%

大学共同 436 427 479 504 538 10% 12% フランス 27266 29553 33378 32092 33832 22% 1%

独法 1893 2239 2936 4258 4945 55% 68% 全世界 570775 612365 666982 710736 848424 17% 27%

施設等機関 718 781 969 1088 1016 35% 5%

企業 5491 6486 5838 4599 3858 6% -34%

日本全体 41251 47747 55147 57279 57706 34% 5%

(E) (F)

1989-1991 1993-1995 1997-1999 2001-2003 2005-2007 1989-1991 1993-1995 1997-1999 2001-2003 2005-2007

国立大学 1866 1913 2254 2239 2216 21% -2% 米国 29333 28922 28422 28943 30775 -3% 8%

公立大学 100 127 169 175 145 69% -14% 英国 4660 4969 5574 5522 5923 20% 6%

私立大学 347 381 459 465 442 32% -4% ドイツ 2924 3510 4434 4708 5467 52% 23%

大学共同 65 58 55 54 58 -16% 7% フランス 2387 2755 3182 3116 3408 33% 7%

独法 152 202 315 480 538 108% 71% 全世界 55939 59589 64953 69072 80203 16% 23%

施設等機関 75 76 79 103 88 5% 12%

企業 439 489 416 301 224 -5% -46%

日本全体 3260 3500 4058 4130 4018 24% -1%

2005-2007
年値の増減
（1997-1999
年基準）

2005-2007
年値の増減
（1997-1999
年基準）

1997-1999
年値の増減
（1989-1991
年基準）

主要国の論文数（3年平均値）論文数（3年平均値） 1997-1999
年値の増減
（1989-1991
年基準）

Top10％論文数（3年平均値） 1997-1999
年値の増減
（1989-1991
年基準）

主要国のTop10％論文数（3年平均値）

1997-1999
年値の増減
（1989-1991
年基準）

2005-2007
年値の増減
（1997-1999
年基準）

2005-2007
年値の増減
（1997-1999
年基準）
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! 日本の全論文数を100％とし
た場合に、各組織区分が占
める割合の変化を示してい
る。1990年代から一貫してメ
インプレーヤーは国立大学
であることが分かる。第2番
目の組織区分が私立大学で
あり、近年シェアを伸ばして
いる。第3番目の組織区分は、
1990年代は企業であったが、
2005-2007年では独立行政
法人に入れ替わっている。こ
のように、日本の論文産出
構造はドラスティックに変化
したことが分かる。

組織区分別論文数の状況（工学）
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(A) (B)

(C) (D)

1989-1991 1993-1995 1997-1999 2001-2003 2005-2007 1989-1991 1993-1995 1997-1999 2001-2003 2005-2007

国立大学 1222 1439 1820 1886 1902 49% 5% 米国 12894 14482 13871 13035 14225 8% 3%

公立大学 54 85 130 131 138 143% 6% 英国 2491 3071 3489 3198 3678 40% 5%

私立大学 317 397 522 471 526 65% 1% ドイツ 2088 2095 2144 1971 2137 3% 0%

大学共同 35 27 27 28 30 フランス 1238 1516 1875 1777 2187 51% 17%

独法 292 260 273 337 368 -7% 35% 全世界 39838 49684 55612 56901 67388 40% 21%

施設等機関 16 20 16 24 26

企業 1029 1216 1202 914 687 17% -43%

日本全体 3131 3648 4265 4050 3960 36% -7%

(E) (F)

1989-1991 1993-1995 1997-1999 2001-2003 2005-2007 1989-1991 1993-1995 1997-1999 2001-2003 2005-2007

国立大学 114 137 138 140 124 21% -10% 米国 2013 2221 2184 1997 1824 9% -16%

公立大学 5 7 10 7 9 84% -3% 英国 269 330 379 321 366 41% -3%

私立大学 18 22 25 23 23 37% -7% ドイツ 168 213 267 244 226 59% -15%

大学共同 5 3 2 3 2 フランス 162 209 248 228 248 53% 0%

独法 16 11 24 29 33 54% 34% 全世界 3882 4864 5431 5493 6474 40% 19%

施設等機関 1 0 1 2 1

企業 78 99 88 57 37 13% -58%

日本全体 247 294 308 277 246 25% -20%

2005-2007
年値の増減
（1997-1999
年基準）

2005-2007
年値の増減
（1997-1999
年基準）

1997-1999
年値の増減
（1989-1991
年基準）

論文数（3年平均値） 1997-1999
年値の増減
（1989-1991
年基準）

Top10％論文数（3年平均値） 1997-1999
年値の増減
（1989-1991
年基準）

主要国の論文数（3年平均値）

主要国のTop10％論文数（3年平均値）

1997-1999
年値の増減
（1989-1991
年基準）

2005-2007
年値の増減
（1997-1999
年基準）
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年値の増減
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PF5:工学 [Top10%論文数シェア％]  

公立大学 私立大学 大学共同 独法 施設等機関 企業 国立大学

(右軸)

! 日本の全論文数を100％とし
た場合に、各組織区分が占
める割合の変化を示してい
る。メインプレーヤーは国立
大学であることが分かる。二
番手は企業であるが、シェア
が急激に低下している。一方
で独立行政法人や私立大学
が存在感を増しており構造
の変化が見られる。
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! 臨床医学に関しては、国立
大学の論文数は横ばいであ
るが、私立大学の健闘により、
日本全体の論文数が増加し
ている。一方Top10％論文数
については、国立大学の
Top10％論文数が大幅に減
少しており、日本全体として
減少傾向となっている。

(A) (B)

(C) (D)

1989-1991 1993-1995 1997-1999 2001-2003 2005-2007 1989-1991 1993-1995 1997-1999 2001-2003 2005-2007

国立大学 3645 4910 6303 6526 6269 73% -1% 米国 52156 55351 55208 56691 64934 6% 18%

公立大学 430 569 909 1077 1022 111% 12% 英国 16421 17728 17870 17588 18425 9% 3%

私立大学 1250 1794 2679 2993 3090 114% 15% ドイツ 9453 9340 12499 13497 14513 32% 16%

大学共同 9 11 9 9 8 フランス 8128 8117 8945 8420 8752 10% -2%

独法 55 92 110 169 259 102% 135% 全世界 148254 158516 174609 184542 216347 18% 24%

施設等機関 249 313 449 523 519 80% 16%

企業 178 272 350 321 314 96% -10%

日本全体 6930 9674 13321 14388 14290 92% 7%

(E) (F)

1989-1991 1993-1995 1997-1999 2001-2003 2005-2007 1989-1991 1993-1995 1997-1999 2001-2003 2005-2007

国立大学 310 384 483 461 421 56% -13% 米国 8114 8035 7989 8506 9267 -2% 16%

公立大学 29 38 59 61 52 101% -12% 英国 1540 1570 1713 1657 1804 11% 5%

私立大学 88 117 146 150 149 67% 2% ドイツ 489 645 990 1152 1363 102% 38%

大学共同 1 2 1 1 1 フランス 466 596 698 686 797 50% 14%

独法 3 8 12 16 28 314% 138% 全世界 14686 15586 17154 18190 20995 17% 22%

施設等機関 38 39 44 60 55 14% 25%

企業 27 36 45 25 22 71% -50%

日本全体 579 749 930 901 855 61% -8%

2005-2007
年値の増減
（1997-1999
年基準）

2005-2007
年値の増減
（1997-1999
年基準）

1997-1999
年値の増減
（1989-1991
年基準）

論文数（3年平均値） 1997-1999
年値の増減
（1989-1991
年基準）

Top10％論文数（3年平均値） 1997-1999
年値の増減
（1989-1991
年基準）

主要国の論文数（3年平均値）

主要国のTop10％論文数（3年平均値）

1997-1999
年値の増減
（1989-1991
年基準）

2005-2007
年値の増減
（1997-1999
年基準）

2005-2007
年値の増減
（1997-1999
年基準）

52.6  50.8 
47.3 

45.4  43.9 

0.0 

10.0 

20.0 

30.0 

40.0 

50.0 

60.0 

70.0 

80.0 

0.0 

5.0 

10.0 

15.0 

20.0 

25.0 

30.0 

35.0 

40.0 

1989‐1991 1993‐1995 1997‐1999 2001‐2003 2005‐2007

PF7:臨床医学 [論文数シェア％]  

公立大学 私立大学 大学共同 独法 施設等機関 企業 国立大学

(右軸)

53.6 
51.3  52.0  51.2 

49.2 

0.0 

10.0 

20.0 

30.0 

40.0 

50.0 

60.0 

70.0 

80.0 

0.0 

5.0 

10.0 

15.0 

20.0 

25.0 

30.0 

35.0 

40.0 

1989‐1991 1993‐1995 1997‐1999 2001‐2003 2005‐2007

PF7:臨床医学 [Top10%論文数シェア％]  

公立大学 私立大学 大学共同 独法 施設等機関 企業 国立大学

(右軸)

組織区分別論文数の状況（臨床医学）
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各組織区分が強みを持つ分野を見ると、国立大学は

全方位型、私立大学は決まった分野になっています（図

31）。独立行政法人は、あの独立行政法人があるから

こういう形なのではないかという、分かりやすい形に

なっています。やはり一番変化が大きいのは企業でし

ょうか。形がそのまま小さくなっており、シェアが減

っていることが見て取れます。 

このようなデータに関してはわれわれのホームペー

ジでご紹介していますので、関心のある分野について

だけでもご覧いただければと思います。 

 

サイエンスマップ 2008の概要 
ここからはサイエンスマップ2008をご紹介します。

今まで、このジャーナルは何分野、このジャーナルは

何分野と分類していたので、自然科学系の研究者の方

から「なぜ自分の研究が臨床医学なのか分からない」

「科学でそんな計算をされても困る」といったコメン

トをいただく機会も多くありました。われわれの方と

しても、確かにどの分野と言いづらい研究が増えてい

ると感じていたので、科学を 1枚の紙の上に載せて上

から俯瞰することはできないかということを考え、サ

イエンスマップを進めています。サイエンスマップの

目的は、分野で区切るのではなく、科学全体を俯瞰し

た上で日本の状況を把握することです。 

サイエンスマップには 3 ステップあります。まず

Step1 で、論文のグループ化によって研究領域を構築

します。ここで被引用回数の高い Top1％論文の状況を

見るのですが、論文が 1年間に約 1万件程度あります。

サイエンスマップは 6年分のデータを 1回で集計する

のですが、6 万件を全部読むわけにはいかないので、

共引用関係という、いつも一緒に引用されているもの

は同じような内容を示しているという法則を使って論

文をグループ化します。それでも 5000 という論文の

固まりがあります。それをマッピングして何らか意味

のある固まりに落とすのが Step2です。そして、その

論文の固まりの内容を分析するのが Step3です。ここ

では国内の研究者の力を借りて内容を読む作業をして

います。既に 4回の調査を行い、ようやく時系列の変

化も見られるところまでデータが蓄積されてきました。 

こちらが Step1です（図 32）。論文のグループ化を

2 回行い、研究領域という論文の固まりを作ります。

その論文の固まりの共引用関係が近ければ近くに来る

ように、そうでなければ遠くに来るように描いたもの

が研究領域間ネットワーク図で、その上に色を乗せた

ものがサイエンスマップ 2008 です（図 33）。論文の

量が多ければ山が高く、そうでなければ低く見える、

山並みを上から見るような感じで描こうと、このよう

な表し方をしています（図 34）。赤いところには高い

山があり、青いところには山があまりないということ

です。 

（図 31）日本内部の組織区分別の 

論文産出構造の変化（分数カウント法） 

（図 32）Step1： 

論文データベース分析を用いた研究領域の構築 

日本内部の組織区分別の論文産出構造の
変化（分数カウント法）
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!国立大学のシェアは変化せ
ず、独立行政法人のシェアが高
くなった分野

→化学、材料科学、物理学、
環境・地球科学、基礎生命
科学

!国立大学のシェアが高くなっ
た分野

→計算機科学、工学

!国立大学のシェアは低下し、
私立大学のシェアが高くなった
分野

→臨床医学

0.0 

10.0 

20.0 

30.0 

40.0 

50.0 

60.0 
化学

材料

科学

物理

学

計算機・

数学

工学

環境・

地球科学

臨床

医学

基礎

生命科学

国立大学_論文数

1989‐1991 1997‐1999 2005‐2007

0.0 

5.0 

10.0 

15.0 

20.0 

25.0 

30.0 

35.0 
化学

材料

科学

物理

学

計算機・

数学

工学

環境・

地球科学

臨床

医学

基礎

生命科学

私立大学_論文数

1989‐1991 1997‐1999 2005‐2007

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 
化学

材料

科学

物理

学

計算機・

数学

工学

環境・

地球科学

臨床

医学

基礎

生命科学

公立大学_論文数

1989‐1991 1997‐1999 2005‐2007

0.0 

5.0 

10.0 

15.0 

20.0 

25.0 

30.0 

35.0 
化学

材料

科学

物理

学

計算機・

数学

工学

環境・

地球科学

臨床

医学

基礎

生命科学

独立行政法人_論文数

1989‐1991 1997‐1999 2005‐2007

0.0 

5.0 

10.0 

15.0 

20.0 

25.0 

30.0 

35.0 
化学

材料

科学

物理

学

計算機・

数学

工学

環境・

地球科学

臨床

医学

基礎

生命科学

企業_論文数

1989‐1991 1997‐1999 2005‐2007

Highly cited papers

Research fronts

Research areas

2nd clustering

1st clustering

Highly cited papers

Research fronts

Research areas

2nd clustering

1st clustering共引用関係による第一段階クラスタリング

共引用関係による第二段階クラスタリング

高被引用論文
(約５万６千件)

リサーチフロント(５７２６)

研究領域（６４７）

力学
特性

水素
吸蔵

ナノチューブの
合成方法

カーボンナノチューブ
についての研究領域

"高被引用度論文に対して、「共引用」を用いたグループ化を2段階行なう。
(論文→リサーチフロント→研究領域)

!注目研究領域（121）
!準注目研究領域（526）

←内容分析の対象
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【Step1】論文データベース分析を用いた研究領域の構築
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サイエンスマップ2008から見える科学研究の姿 
国内の研究者の方に力を借りて内容を全部読み、題

名を付けていただいて、どの辺にどういう研究領域が

あるのかという枠組みをわれわれの方で大まかに付け

ました。左上から心臓・血管疾患、脳神経、感染症・

免疫、肥満、がん、再生医学、ポストゲノム、植物科

学、そして少し空けて化学、ナノサイエンス、物性研

究、素粒子・宇宙論、そして環境が固まりを作らずに

ぼんやりとあるという図が見えてきます（図 35）。 

現在 4枚あるサイエンスマップで論文数の変化を計

算したところ、生命科学系が 49％から 43％に減って

います（図 36）。Top1％、つまり注目度が高い論文で

生命科学系のシェアが若干減り、それ以外の研究が注

目を集めているという変化が時系列の中で示されてい

ます。増えてきたのはナノサイエンス・化学の枠に入

る論文で、全体の 22％から 26％になっています。ま

た、物性研究と素粒子・宇宙論研究という、マップ上

ではかなり距離があった領域の間に論文が位置し始め

ました。ここもかなり変化している場所と見ることが

できます。 

 

学際研究と分野融合的な研究領域について 
こちらのマップでは、研究領域をそれぞれ見て、ど

の分野のジャーナルかを計算し、例えば化学のジャー

（図 33）Step2：研究領域相関マップ 

（図 34）Step2：研究領域相関マップ-可視化方法 

（図 35）サイエンスマップ 2008から見える 

科学研究の姿 

（図 36）サイエンスマップ 2002から 2008にかけて、

研究領域群のウェイトの変化が見られる 

(注) 中の丸は研究領域の中心位置を示す。赤丸は注目研究領域に対応してい
る。研究領域間を結ぶリンクは共引用度が0.02以上のものについて図示した。

サイエンスマップ2008
研究領域間ネットワーク図

サイエンスマップ2008

49

【Step2】研究領域相関マップ

50

④③で得られた図を真上から見たもの
が研究領域相関マップ。

A

B

C

①各研究領域の位置を、重力モデルにより決定。

②各研究領域の位置を中心として、コアペーパがガウス関数状に広がっているとする。

③全ての研究領域について、研究領域の広がりを同様に求める。

研究領域A(コアペーパ数100)

研究領域A(コアペーパ数100)

研究領域B(コアペーパ数100)

研究領域C(コアペーパ数50)

研究領域Aの断面図

研究領域A（コアペーパ100）と
研究領域C（コアペーパ50）で
は、山の高さが倍違う。

研究領域Cの断面図

コ
ア
ペ
ー
パ
の
密
度
分
布

コ
ア
ペ
ー
パ
の
密
度
分
布

平面全体についてコアペーパ
数を足し合わせると250になる。

平面全体についてコアペーパ
数を足し合わせると100になる。
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【Step2】研究領域相関マップ-可視化方法

ID119, 120, 121の注目研究領域は、このマップの外側にマッピングされています。

ピンクの点線で囲んだ研究領域群は目安です。

ScienceMap2008
データ： トムソン・ロイター社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 素粒子・宇宙論

物性研究

ナノサイエンス

化学

環境

心臓・血管疾患研究

脳・神経研究

植物科学研究

ポスト
ゲノム
研究

感染症・
免疫研究

がん研究

再生医学
研究

肥満
研究

ID 注目研究領域名 ID 注目研究領域名

61 タンパク質の動的挙動解析 91
水素製造・貯蔵および燃料電池に
関連する錯体水素化物

62 マイクロ流路デバイス 92
人工構造体における表面プラズモ
ンの電磁応答

63
半導体スピントロニクス材料・磁
性半導体

93 メタマテリアル

64
ナノファイバーの創製と応用に関
する研究

94
光量子情報・通信、光ナノサイエ
ンス

65 核酸によるナノ構造開発 95
半導体量子ドットによる量子ビッ
ト/電子電荷、電子スピン、核ス
ピン

66
リビングラジカル重合/クリック
反応/分子機械

96
原子系・光子を用いた量子情報科
学

67
センサー/SWNT/機能性DNA/ナ
ノ粒子等の合成、機能、毒性

97 高温超伝導体の新奇電子秩序

68
金ナノロッドのバイオアプリケー
ション

98 超高速高強度光科学

69 高効率有機電界発光（EL）素子 99
情報源の「疎」な性質を用いた制
約と信号処理・情報理論への応用

70 超撥水表面 100 強く相互作用する量子多体系

71
メソポーラス材料/シリカ・カー
ボン・金属酸化物

101
初期地球の大気・生物の進化およ
びその分析手法に関する研究

72
イオン液体中のナノマテリアル合
成/中空・メソポーラス材料

102
固体酸化物形燃料電池（SOFC）
関連新技術

73 イオン液体 103 先カンブリア時代の地球

74
ナノカーボンおよび生物にならう
炭酸塩からの材料開発

104
ゲージ・重力理論対応とブラック
ホール解

75
有機/有機-酸化物半導体　光・電
子機能材料・素子

105 ガンマ線バースト

76 固体高分子形燃料電池 106 素粒子物理学・素粒子宇宙物理学

77
バルク金属ガラスの形成/金属ガ
ラス合金の変形

107
宇宙の精密観測の進展による宇宙
論と素粒子論の新発展

78
マルチフェロイクス等の新規材料
における強誘電物性

108 ホモ・サピエンスの出現過程

79 金属スピントロニクス 109 温暖化影響/生物・生態系

80 分子性物質の物理と化学 110 臭素系難燃剤の環境化学

81
金（ゴールド）のナノケミスト
リー

111
医薬品と生活関連物質の環境負荷
とその低減技術

82
大規模分子計算のための新世代密
度汎関数理論

112 有機エアロゾル

83 配位空間・配位格子の設計と機能 113
陸域生態系における二酸化炭素収
支の観測的研究

84 水素結合の研究 114
行列不等式を用いたむだ時間系の
安定判別・安定化制御

85 アニオンセンサー 115 大気組成・微量成分

86 触媒的不斉合成 116
エアロゾルの効果を含めた気候変
動シミュレーション

87 遷移金属触媒による分子変換反応 117
海面水位変動/海水の密度/氷床/
水循環

88
Ｎ－ヘテロ環カルベン（NHC）
の合成及び触媒反応への応用

118 過去の地球環境変動の復元

89
遷移金属触媒反応による直接的炭
素結合形成

119 コーポレート・ガバナンス

90
微生物燃料電池/微生物電池/酵素
バイオ電池

120
非線形微分方程式に対する新しい
漸近展開法とその応用

121
経済地理学の新潮流　～進化経済
学と関係論～

ID 注目研究領域名 ID 注目研究領域名

1
重症患者管理(特に急性呼吸促迫症
候群)

31
個体及び組織幹細胞の老化・寿命
制御因子の研究

2
重症心不全のデバイス治療の効果
とその予測

32
PGC-1αによる代謝調節とイン
スリン抵抗性

3
神経因性疼痛及び線維筋痛症に対
する薬物療法

33 複合遺伝性疾患の遺伝疫学研究

4
中枢神経系における内因性カンナ
ビノイド系の生理機能

34
肥満による生活習慣病発症機序の
解明

5
降圧薬の心血管事故抑制、糖尿病
への影響に関する臨床研究

35
乳がん薬物療法の開発/ゲノム構
造解析技術

6
冠動脈CT（コンピュータ断層撮
影）

36
ヒト悪性腫瘍に対する分子生物学
的アプローチ

7
急性冠症候群の抗血小板薬による
治療

37 多発性骨髄腫/新規薬剤治療

8 COX阻害剤の副作用の研究 38
HDAC阻害剤を始めとする分子標
的抗癌剤の開発研究

9
慢性腎臓病に伴うミネラル・骨代
謝異常症

39
チロシンキナーゼの活性化と薬剤
耐性

10
前立腺がん/内分泌療法/放射線療
法/効果と副作用

40
NF-κB活性化におけるユビキチン
修飾系の役割

11 気管支喘息の病態と治療 41
自然免疫によるインターフェロン
産生

12
深在性真菌症の早期診断、予防と
治療に関する臨床研究

42
T細胞サブセットの分化メカニズ
ムと疾病における役割

13
ホルモン補充療法(HRT)の作用・
副作用

43
生物学的製剤の免疫調節機構によ
る自己免疫疾患制御

14
ペプチドホルモンの脳内での生理
的役割に関する研究

44
NK細胞受容体とそのリガンドに
よる活性制御

15
アルツハイマー病発症の分子機構
と予防・治療法開発

45
ヒトパピローマウイルスワクチン
の開発

16 パーキンソン病に対する臨床研究 46
黄色ブドウ球菌における薬剤耐性
化の進展とその対処法

17
成体海馬ニューロン新生（現象理
解と臨床応用展開）

47
C型肝炎ウイルスの初期感染過程
および治療法

18
統合失調症遺伝子研究とそれより
発展した分子病態研究

48 HIV感染の制御

19
脳由来神経栄養因子/統合失調症
の脳形態/気分障害

49 抗HIV薬に関する研究

20
統合失調症および双極性障害の治
療法に関する臨床研究

50 ネットワーク科学

21 情動とその病態の分子神経科学 51
遺伝子サイレンシング/植物ホル
モン

22
脳機能画像法によるヒトに特有な
高次脳機能の研究

52 レドックス制御

23 意思決定の脳神経メカニズム 53
植物の環境応答/メタボローム解
析/プロテオーム解析

24
情動・共感と真似・文脈の神経機
構

54
植物における一酸化窒素の生成機
構および生理的役割

25 興奮性シナプス可塑性の分子機構 55 植物の感染防御機構

26
感染性凝集体「プリオン」とアミ
ロイド様凝集体の共通項から見る
タンパク凝集の生物学的意義

56
植物-微生物相互作用/ストリゴラ
クトン

27
HIF・HIFα水酸化修飾とミトコン
ドリア機能調節

57 植物の発生遺伝学/糖代謝

28
アポトーシス（細胞死）の分子機
構

58 微生物生態系

29
健康と病態におけるオートファ
ジーの役割

59
システムバイオロジー/合成生物
学

30 再生医学と幹細胞研究 60
Ｇタンパク質共役受容体の構造と
機能

51

（1）サイエンスマップ2008から見える科学研究の姿
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5
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7

8

9
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サイエンスマップ2002 サイエンスマップ2004

サイエンスマップ2006 サイエンスマップ2008

サイエンスマップ2002から2008にかけて、大まかな
研究領域群の配置は変化がないものの、サイエン
スマップ2002以降、生命科学系研究領域の論文
の割合が低下傾向にあり、一方でナノサイエンス
などの非生命科学系研究領域の論文の割合が増
加傾向にある。

マップのマス目 主に位置する研究領域群
サイエンス
マップ2002

サイエンス
マップ2004

サイエンス
マップ2006

サイエンス
マップ2008

全研究領域のコアペーパ数 15410 15531 15165 15826

14655 14821 14452 14986

95.1% 95.4% 95.3% 94.7%

7614 7281 6831 6875

49.4% 46.9% 45.0% 43.4%

1979 2287 2353 2207

12.8% 14.7% 15.5% 13.9%

3481 3668 3899 4129

22.6% 23.6% 25.7% 26.1%

1739 1342 1425 1619

11.3% 8.6% 9.4% 10.2%

150 344 682 906

1.0% 2.2% 4.5% 5.7%

1376 1436 1212 1200

8.9% 9.2% 8.0% 7.6%

1185 1172 1006 1048

7.7% 7.5% 6.6% 6.6%

A1-J11 マップ範囲に入っているコアペーパ数

A1-F3, A4-E4,
A5-D5

生命科学系

F5-G6 ナノサイエンス・化学

G10-I11 素粒子・宇宙論

A6-D9 環境

E4-I7 ナノサイエンス・化学周辺

G6-I7 物性研究

G8-I9 物性研究と素粒子・宇宙論

5252

（2）サイエンスマップ2002から2008にかけて、研究領域群のウェイトの変化が見られる
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ナルを 6割以上含んでいればその研究領域は化学、そ

うでない場合は学際的・分野融合的研究領域と分けて、

黄色い点で示しています（図 37）。学際的・分野融合

的領域の位置をマップ上に示すという試みです。学際

的・分野融合的領域とは何なのかということは、それ

こそ今、国際会議のセッションになるぐらいのネタで

すが、ここでは、ある分野のジャーナルを 6割含んで

いたら軸足を持つ研究領域、そうでなければ学際的・

分野融合的領域と機械的に分けています。 

サイエンスマップ 2002からサイエンスマップ 2008

までの 4 時点の黄色い点の位置を見てみると、2002

年には生命科学系のあたりに存在していたのですが、

2009 年になるとマップ上全体に広がるという変化が

ありました（図 38）。計算すると全研究領域の距離は

あまり変わらないのですが、学際的・分野融合的研究

領域のみの研究領域間の距離は、2002年から 2008年

にかけて増加しているのです。つまり、マップ上で広

がりを見せているということです。 

このように学際的なものが科学の中で広がっている

ことは何を示しているのでしょうか。研究領域を構成

する論文の分野の組み合わせが、例えば生命科学系の

ものだけだったサイエンスマップ 2002 の時代に比べ

て、サイエンスマップ 2008 の時代になると、生命科

学系と生命科学系以外の分野が融合されたような研究

領域が発生しています。つまり、分野の組み合わせが

サイエンスマップ 2002 の時代とは随分変わってきて

いることが定量的に示せたのではないかと考えていま

す。 

 

サイエンスマップに見る日本の状況 
そのように科学の世界が変わっている中、日本のシ

ェアを出してみると、残念なことにサイエンスマップ

2004以降、整数カウントと分数カウントのどちらで見

ても落ちてしまっています（図 39）。整数カウントで

は、ドイツ、イギリスが日本に随分と差を付けている

ことがご覧いただけます。 

次に、日本の強みを示すために日本のシェアの色の

（図 37）学際研究や融合研究の様相が 

質的に変化している 

（図 38）学際的・分野融合的研究領域の位置の変化

（図 39）サイエンスマップに現れるホットな 

研究成果において日本のシェアは低下傾向にある 
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工学

物理学&宇宙科学

材料科学

化学

臨床医学&精神医学

基礎生物学

環境 /生態
学・地球科
学

素粒子 ・宇宙
論

物性研究

ナノサイエンス

環

境
化学

化学
材料科学
物理学&宇宙科学
計算機科学&数学
工学
環境 /生態学&地球科学
臨床医学&精神医学
基礎生物学
その他

22分野 8分野

化学 化学

材料科学 材料科学

物理学

宇宙科学

計算機科学

数学

工学 工学

環境/生態学

地球科学

臨床医学

精神医学/心理学

農業科学

生物学・生化学

免疫学

微生物学

分子生物学・遺伝学

神経科学・行動学

薬理学・毒性学

植物・動物学

経済学・経営学

複合領域

社会科学・一般

その他

環境/生態学・地球科学

物理学

計算機科学・数学

臨床医学

基礎生物学

①研究領域を構成するコア
ペーパのうち、６割より多いコ
アペーパが、22分野のうちど
れか1分野に属する場合
→軸足を持つ研究領域

②上記条件に当てはまらず、
複数の分野のコアペーパから
構成されている場合
→学際的・分野融合的領域

学際的・分野融合的研究領域の
研究領域相関マップ2008上での位置づけ

5353

（5）学際研究や融合研究の様相が質的に変化している

54

"学際的・分野融合的領域の位置が、時系
列とともにマップ全体に広がりを持つように
変化している。

(注１) 特定分野のコアペーパ分布が6割以上を占める部分は分野に対応する色
で表示され、特定分野のコアペーパ分布が6割以下の場合は、学際的・分野融合
性が高い部分として色づけしていない。黄色の丸は、学際的・分野融合性が高い
研究領域の位置を示す。
(注２)単位距離10となるスケールをマップ中にスケールとして示している。
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全研究領域間の距離の変化

学際的・分野融合的領域間の距離の変化
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学際的・分野融合的研究領域の位置の変化
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"日本は、論文生産への関与度（整数カウント法）では、サイエンスマップ2004をピークにシェアが低
下していることが分かる。サイエンスマップ2006と2008では、0.5ポイント低下であり、分析を開始して
から一番低い値である。

整数カウント法 米国 ドイツ 英国 日本 フランス 韓国 中国

サイエンスマップ2002 62.9 11.1 12.4 8.6 7.0 1.1 1.3

サイエンスマップ2004 61.9 12.1 12.3 8.7 7.2 1.7 2.7

サイエンスマップ2006 61.0 13.5 12.9 8.5 7.5 1.8 4.5

サイエンスマップ2008 57.9 13.9 13.4 8.0 8.4 1.9 7.2

分数カウント法 米国 ドイツ 英国 日本 フランス 韓国 中国

サイエンスマップ2002 51.8 6.7 7.8 6.4 3.9 0.7 0.8

サイエンスマップ2004 49.7 7.2 7.3 6.2 3.8 1.0 1.7

サイエンスマップ2006 47.6 7.7 7.2 5.7 3.7 1.1 2.9

サイエンスマップ2008 43.5 7.4 7.0 5.4 3.8 1.0 5.2

＜サイエンスマップ 全研究領域 関与度（整数カウント法）＞

＜サイエンスマップ 全研究領域 貢献度（分数カウント法）＞
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全研究領域における各国のシェアの時系列変化（6）サイエンスマップに現れるホットな研究成果において
日本のシェアは低下傾向にある
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情報を乗せてみました。赤がシェアの高いところ、ブ

ルーがシェアの低いところです（図 40）。赤いところ

は大きな変化がありません。また、集中してシェアの

高い研究領域があるのではなく、それぞれが点在して

いるのが日本の特徴だと思います。 

日本のシェアが低下している理由を考えるときに、

特徴的だと思ったことがあります。サイエンスマップ

2008 には 647 の研究領域があるのですが、軸足を持

つ研究領域と、学際的・分野融合的研究領域の数を出

し、その研究領域で日本が 1本以上持っていれば「参

加している研究領域」として数えました。例えば農業

科学に軸足を持つ研究領域は 8領域あり、そのうち日

本は 3領域に参加していると読みます（図 41）。ここ

から、日本が、イギリスやドイツに差を付けられてい

るのは臨床医学と学際的・分野融合的研究領域である

ことが示されました。日本は約半分の研究領域で差を

付けられてしまい、参加すらしていないということで

す。 

 

最後に 
サイエンスマップは既に経済開発協力機構（OECD）

の方でイノベーション戦略関連の指標として採用して

いただきました。このような科学の流れを見ていくこ

とで、イノベーションの起こりやすい領域を見ること

ができるのではないかと、ご活用いただいています。

しかし、残念なことに日本では活用されていないので

す。講演のお話をいただくと、必ずサイエンスマップ

について話してほしいというリクエストがあるのです

が、政策立案の場面でお使いいただいたことがありま

せん。ただ、研究者の方が興味を持ってくださるとい

うことは、研究者の方に使っていただく方法を考えた

方がいいのではないか、政策立案に資することばかり

を考えずに、研究者のファンをまず増やしていこうと

思って今日もご紹介しました。 

この科学研究のベンチマーキング 2010 とサイエン

スマップ 2008 は、私だけではなく、研究者の協力を

得ながら行っているものです。どちらのデータもホー

ムページで公開していますので、興味のある方はアク

セスしていただければと思います。 

（図 40）サイエンスマップにみる日本の活動状況 

（整数カウント法） 

（図 41）関与度を伸ばしている英国やドイツと 

日本の違い 

56
(注) 論文シェアが5％を水色で表示し、20％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には整数カウントを用いた。
黄色の丸と数字は、論文シェアが9％以上の注目研究領域の場所とIDである。
データ： Thomson Reuters社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計

サイエンスマップ2002 サイエンスマップ2004

サイエンスマップ2006 サイエンスマップ2008

＜日本のコアペーパシェアが15％以上の注目研究領域＞
サイエンスマップ2008
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サイエンスマップにみる日本の活動状況（整数カウント法）

ID 研究領域名 22分野分類
コアペー
パ数

日本論
文数

日本論
文比率

97 高温超伝導体の新奇電子秩序 物理学 23 12 52.2%

41 自然免疫によるインターフェロン産生 学際的・分野融合的領域 93 39 41.9%

79 金属スピントロニクス 物理学 61 22 36.1%

25 興奮性シナプス可塑性の分子機構 神経科学・行動学 19 6 31.6%

91 水素製造・貯蔵および燃料電池に関連する錯体水素化物 学際的・分野融合的領域 74 23 31.1%

94 光量子情報・通信、光ナノサイエンス 物理学 30 8 26.7%

78 マルチフェロイクス等の新規材料における強誘電物性 物理学 70 18 25.7%

73 イオン液体 化学 75 18 24.0%

29 健康と病態におけるオートファジーの役割 学際的・分野融合的領域 99 22 22.2%

34 肥満による生活習慣病発症機序の解明 臨床医学 98 21 21.4%

116 エアロゾルの効果を含めた気候変動シミュレーション 地球科学 24 5 20.8%

56 植物-微生物相互作用/ストリゴラクトン 植物・動物学 53 11 20.8%

86 触媒的不斉合成 化学 289 56 19.4%

106 素粒子物理学・素粒子宇宙物理学 物理学 238 45 18.9%

105 ガンマ線バースト 宇宙科学 45 8 17.8%

113 陸域生態系における二酸化炭素収支の観測的研究 農業科学 29 5 17.2%

114 行列不等式を用いたむだ時間系の安定判別・安定化制御 工学 35 6 17.1%

62 マイクロ流路デバイス 化学 30 5 16.7%

72
イオン液体中のナノマテリアル合成/中空・メソポーラス材
料

学際的・分野融合的領域 30 5 16.7%

77 バルク金属ガラスの形成/金属ガラス合金の変形 学際的・分野融合的領域 46 7 15.2%

71 メソポーラス材料/シリカ・カーボン・金属酸化物 学際的・分野融合的領域 33 5 15.2%

分野 該当研究領域数 日本 英国 ドイツ

農業科学 8 3 4 4
生物学・生化学 11 6 4 6
化学 64 28 32 38
臨床医学 116 41 82 75
計算機科学 17 4 8 10
経済・経営学 9 0 5 1
工学 44 9 12 14
環境/生態学 15 4 10 9
地球科学 30 19 26 21
免疫学 1 1 1 1
材料科学 7 4 1 3
数学 14 1 3 6
微生物学 5 1 4 0
分子生物学・遺伝学 5 2 4 3
神経科学・行動学 17 12 12 12
薬学・毒性学 3 1 0 1
物理学 61 35 39 39
植物・動物学 36 20 24 24
精神医学/心理学 12 2 7 6
社会科学・一般 13 1 7 5
宇宙科学 8 3 7 7
学際的・分野融合的領域 151 66 96 81
総計 647 263 388 366 57

サイエンスマップ2008

"サイエンスマップにおいて、英国やドイツはTOP1％論文数1以上の研究領域（参加領域）の割合
が約6割であるのに対し、日本は約4割に留まる。英国やドイツと、日本の参加領域数の差が大きい
のは、学際的・分野融合的領域や臨床医学の研究領域である。

＜日英独の参加領域数の比較＞
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関与度を伸ばしている英国やドイツと日本の違い


